
第5號 】 森=非 抗酸性結核菌並二結核菌盟成分二俵ル免疫 ト組織愛化ノ研究477

非抗酸性結核菌竝 二結核菌體成分 二依 ル免疫 ト

組織變 化 ノ研究(第 六囘報告)

菌體 抽 出「リポ イ ド」二依 ル組織變 化 二就 テ

九州帝國大學醫學部 細菌學 敏室(圭任 戸田忠雄数授)
第一外科敏室(圭任 赤岩入耶敏授)

大學院學生 騨 士 森 良 雄

(昭和13年1月19日 原 稿受理)

内容目次

第一章 緒 言

第二章 實験方法

第三章 蝋脂質注入實験

第一節 人型結核菌蝋脂質注入實験

第一項 健常海猿二於ケル所見

第二項 健常「マウス」二於ケル所見

第三項 結核海狸二於ケル所見

第二節 鳥型結核菌蝋脂質注入實験(健 常海狸

所見)

第三節 「チモテー」菌蝋脂質注入實験(健 常海

狼所見)

第四節 所見概括

第五節 考 按

第四章 「アセトソ」可溶脂肪注入實験

第一節 人型結核菌同脂肪注入實験

第一項 健常海狸二於ケル所見

第二項 結核海狸二於ケル所見

第三項 健常家兎二於ケル所見

(イ)1彪 注入所見

(口)3彪"

(ノ・)10殖"

第四項 人型菌燐脂質免疫家兎二本脂肪注入

所見

第五項 健常「マウス」二於ケル所見

第二節 鳥型結核菌同脂肪注入實験

第三節 所見概括

第四節 考 按

第五章 燐脂質注入實験

第一節 人型結核菌燐脂質注入實験

第一項 健常海瞑二於ケル所見

第二項 結核海狸二於ケル所見

第三項 健常家兎二於ケル所見

(イ)0.1選 注入所見

(ロ)2.0殖 注入所見

(ハ)10.0彪 注入所見

第四項 人型菌燐脂質前塵置家兎二同燐脂質

皮下接種實験

(イ)肉 眼的所見

(ロ)0.1彪 注入所見

(ノ・)2,0彪 注入所見

第五項 健常「マウス」二於ケル所見

第六項 所見概括及考按

第二節 「チモテー」菌燐脂質注入實験

第一項 健常海狸二於ケル所見

第二項 所見概括及考按

第三節 本章ノ考按

第六章 流動 「パラヒソ」注入實験

第一節 實験所見

第二節 所見概括及考按

第七章 総 括

第入章 考 按

第九章 結 論

第一章 緒 言



478 森=非 抗酸性結核菌蛇二結核菌盟成分二俵ル免疫 ト組織墾化ノ研究 【第16巻

余ノ・前同報告二於 テ、結核加熱死菌或ハ種々ナ

ル抽出法二基 ク脱脂菌 ガ何 レモ本質的ニハ全 ク

同様 ナル組織攣化テ惹起 セシムルテ見 タリ。而

シテ此 ノ際生ぜシ所謂上皮様細胞性結核類似肉

芽組織 ノ解繹如何二依 リテノ・或 バー部學者 ノ唱

フルガ如 ク、全 ク之デ結核菌膿 ノ特殊作用 二蹄

シ得可 キ理 二到達スレドモ、余ノ・之二砂カラズ

疑義 テ懐 ク虎 アリテ之 二關 シ幾多 ノ反詮 テ基ゲ

以テ言命糠 トセリ。

然 レドモ現今結核菌類脂膿免疫 ノ可能 テ云々セ

ラレ、一方 二於 テハ種々ノ溶媒 二依ル抽出物 ヲ

以テ特殊病攣性毒素 ト見倣 ス學者モ存 スル以

上、前記脱脂菌二依ル所見 ノミラ以テ結論テ下

スノ・早計 ノ誹 テ見ル能 ハズ。即チ余ハ本報告二

於テ之ガ訣 ラ補 ヒ以 テ楯 ノ雨面二亙ル観察ラ下

ス ト共 二他方類脂禮免疫 ノ本態 テ窺 フ～一助 ト

セ リ。

第二章 實験方法

第一節 實験材料

共試菌株 ・・當大學細菌學数室所藏 二係ル 人型結核菌

株、 鳥型結核菌T6-13株 及 「チモテー」菌 ニシテ、

何 レモ「ソートソ」無蛋白培地大量培養聚落ヲ用 ヒ、前

同報告(第 五同報告)二 記載セシ方法二則 リ夫 々ノ抽

出ヲ行 ヒタ リ。

第二節 槍索方法

第五報所載 ト全 ク同襟二行 ヒタル ヲ以テ省略.ス。

第三章 蝋脂質注入實験

既 違 ノ方 法 二從 ヒテ 抽 出 セ シ蝋 脂 質 ヲ少 量 ノ 「ク ロ ロ

ホル ム」二溶 解 シタル 後 、 之 二80度(掘 氏)内 、外 ノ温

湯 中 デ 生理 的 食 瞳 水 ヲ急 速 二注 加 シ、 亭 等 ノ 「エ ムル

ジオ ソ」ヲ製 作 ス。 ソ ノ濃 度 ノ・1aaloreノ 比 ニ シテ、

毎 注 射 ノ度 二、 之 ヲ強 ク 振 盗 シ ツ ・0.2α α宛 注 入 セ

リ。

蝋 脂 質 ノ・「ズ ダ ソ」皿染 色 ニ テ帯 黄 褐 色 ヲ呈 シチー ル ・

ネ ー ル ゼ ソ氏 染 色 ニ テ抗 酸 性 ヲ有 ス。

第一節 人型結核菌蝋脂質注入實瞼

健常海狸、「マウス」及結核海狸 ヲ用 ヒ、海狸ニノ・各頭

皮下8ケ 所宛、「マウス」・・各頭皮下2ケ 所宛接種セ

リ。結核海狸 ハ接種前約1ケ 月二人型菌F株 ノ10分

1薩 ヲ大腿内側皮下 二注入 シ「ツ」反慮陽性 トナvル

モ ノヲ用 フ。所見各々次 ノ如 シ。

第一 項 健 常海瞑 二於 ケル所 見

第3日 中性多核白血球 ハ蝋脂質滴 ヲ園 ミテ稠密二

集籏 シ淋巴球少数二之 ヲ混 ズ。外側皮下繊維稽 く浮腫

状 ヲ呈 シ充血著明ナ リ。

第4日 大差ナキ モ中央部蝋脂質二近 キ部一般二退

行攣性セル白血球多シ(核濃縮、噺裂等)。 皮下筋層二

白血球浸潤及ブモ ノアリ。

第5日 白血球廣 ク鏡利 二境サル。 周邊組織球性細

胞、紡錘形細胞ノ浸潤強ク相連繋 シテ微細網状 ヲナス

(強披大)。蝋脂質ハ「ズダソ」皿染色ニテ帯黄赤色二染

マリ白血球間二黙在或ハ貧喰サル。

第10日 白血球竈(類 圓形)周 圃二・・多数 ノ上皮様細

胞滲潤ジ之二紡錘形或・・星芒状細胞等混在 シテ廣キ

肉芽竈 ヲ作 リ多核白血球淋巴球乃至是等 ノ崩壌物ヲ

散在性二容ル(混 清層)。少数 ノ巨態細胞 アリ。一部二

小出血竈 ヲ認 ム。本暦 ノ周邊ハ繊細ニシテ染色性二乏

シクVanGieson氏 法 二僅 カニ紅染セル幼若繊維ノ稽

輪状二走行スル ヲ見ル、蝋脂質ハ肉芽内上皮様縦胞二

撮 プル。

第15日 混清暦内白血球成分二乏シク上皮様細胞多

シ。巨態細胞極メテ多数ニシテ圓形或 ハ不正多角形ヲ
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ナ ・y、核ハ環状、牛環状二、或・・1乃 至雨極二集合 シ

或ハ披散性或ノ・中心性二存ス等種 々アリ。就 中多キハ

班、牛環状壁立性核配列ヲ有 シ圓形 ノ胞燈ヲ示セル所

謂「ラJ氏型二驕ス。核ハ「クロマチソ」二富 ミ上皮様細

胞 ノ夫 ヨリ稽 ζ小型 ノモノ多ク叉疎明大形 ノモノア

リ。恥 ノ標本ニテ10鍛 個多キハ数十個二及 ブ。往 々

胞盟二崩壊核屑片等 ヲ容ル。

第20日 肉芽竈内幼若繊維多数二錯綜走行 シ粗豪ナ

ルモノト相混 ジテ各所 二大、小不規則ノ匠劃 ヲ作ル。

之が爲白血球成分二乏 シキ周邊 ノー部ニノ・恰モ上皮

標細胞性結核或ハ結節二類スル所見往 々二認メラル。

巨態細胞多グ血管、毛細管モ各所 二散見サル。

第30日 肉芽竈内膠様繊維大、小束状 ヲナシテ網状

二錯綜 シ繊維芽細胞亦甚ダ多シ。上皮様細胞ハソノ間

集籏或ハ疎在ス。往 々毛細管内皮細胞肥厚シテ淡明ノ

核ヲ有 シ紡錘形ヲ呈スルアリ。巨態細胞一般二勘1シ。

蝋脂質 ノ染色が甚ダ弱 ク検出不能ナリ。

第二項 健常 「マウス」一於 ケル所見

第5日 濃染白血球竈鏡利 二境 サv-一 部同質無構造

ノ部アリ。周邊淋巴球、組織球性或・・紡錘形細胞稽 く

多鍛遊出シ或ルモノノ・既二混清肉芽層 ノ所見アリ。充

血或ハ小出血 ヲ認ム。

第10日 白血球崩屡セルモノ多ク混清層内散在或・・

時二小集篠ス。赤血球盗出大ナルモノアリ。

第15日 白血球竈周邊上皮襟細胞 ノ遊出著明ニ シテ

混清層内幼若繊維疎見サル。

第20日 混清層外側部・・稽 く白血球成分二乏 ンク、

「プラズマ」細胞
、淋巴球散見サル。屡 二血管、毛細管

内皮細胞肥厚像二接ス。

第30日 混清暦内繊維培殖旺盛ニシテ外側部・・淡明

トナリ、一部二上皮楼細胞不規則集篠竈 ヲ見ル。一般

二長紡錘形細胞多ク時二重畳薄層部 ヲ認 ム。巨態細胞

大、小種 々二、混清或・・淡明肉芽竈内散在ス。白血球

竈殆 ソド無構造ナ リ。

第40日 多核白血球殆ソド清失 シ肉芽竈廣ク、紡錘

形或・・上皮様細胞中等度ニアリ。ソノ間粗豪繊維散在

或 ・・束状ヲナ シ、特 二外周部・・可成 リ置換ス。前雨細

胞往々群籏 シ連繋 シテ微網状 ヲナヌ。巨態細胞減少

シ、淋巴球散在 セリ。

第三項 結 核海瞑 二於 ケル所見

第5日 注入蠣脂質周園二稠密 ナル 白血球竈アリテ

ー部崩壊 シ、周邊二・・上述混清層稽 く農汎ニアリテ充

血著明且屡 く出血竈二接ヌ。

第10日 蝋脂質「エオヂソ」二淡染 シ更二小匠劃二分

タル、白血球竈中央部壌死二昭 リ周邊肉芽暦ニハ繊維母

細胞甚ダ多ク外暦二近ク盆 々高度 トナリー部輪走ス。

第15日 肉芽暦廣ク少倣二巨態細胞アリ。蝋脂質抗

酸性 ヲ有 シー般二微細ナリ。

第20日 肉芽竈内白血球成分減少 シ廣汎淡明ナリ。

大小束状粗、繊雨繊維或・・暦状二錯綜ス。

第二節 鳥型結核菌蝋脂質注入實験(健常海狽所見)

第1日 蝋脂質周邊一帯 ノ結締織繊維浮腫状 ヲナ シ

ソノ問多核 白血球皮膚面二亭行二振散或ハ集籏ス。血

管振充シ屡 く出血竈 ヲ見ル。

第3日 大差ナキモ白血球稠密 ナル集籏竈ヲ形成ヌ。

第5日 白血球竈内既存繊維染色不良、或ハ同質禦片

トナル。小圓形細胞少数二混在ス。

第10日 白血球 ノ類圓形集籏竈ヨリ夏二周邊ニモ旺

盛二浸潤ス。蝋脂質バー部穎粒状二白血球胞燈内二検

出サル。外部 二紡錘形或 ・・組織球性細胞稽 く多シ。

第15日 白血球 ノ崩壊高度(過 牛数)之 ヲ綾 り前述混

清暦形成サレソトスレドモ集籏高度ナラフご。,.、

第20日 白血球成分蓋ク崩壊且稽 く減少ヌ。周邊混

清竈内上皮様細胞多ク網状 ヲナス。

第30日 白血球團内淡染同質竈散在シ混清竈廣汎ニ

シテ外層ノ・薄キ紡錘形細胞暦二園マル。ソノ問上皮様

糸田且包集籏竈散在 セリ。

第40日 白血球集團 ヲナサズ。混濡暦二少数 ノE態

細胞 ヲ見ル。外層幼若繊維層二輪走二園マレ内部 モ該

繊維不規則 二錯綜セリ。
　

第50日 混清竈淡明ニシテ上皮様細胞間大、小束状

繊維(粗 、繊)二 匠劃サル。小血管、毛細管稽 く多ク往

々内皮細胞紡錘形二肥厚ス。蝋脂質一般 二染色弱 グ大

貧喰細胞内二辛 ウジテ槍出サルモノアリ。

第三節 「チモ テー菌 蝋脂質注 入實 験(健常海狽所 見)



480 森=非 抗酸性結核菌蛇二結核菌髄成分二依ル免疫 ト組織塑化ノ研究 【第16巻

第1日 皮下結締織 二於テ蝿脂質 ノ・多鍛小滴 二分タ

レ、之二接 シテ中性多核白血球 ノ大集籏竈アリ。一部

二赤血球 ノ大、小集積竈 ヲ見ル。一般 二充血著 シ。

第5日 白血球竈内濃縮、崩壌セルモノ少 カヲズ。小

圓形細胞之二混 ズ。周邊ニハ組織球性細胞、紡錘形細

胞稽 く多数遊出シー・部二出血竈 ヲ見ル。白血球浸潤上

皮層二及ブモノアリ。蝋脂質・・遊離滴状 ヲナシ或ハ多

核 白血球二撮 ラル。

第10日 中性多核白血球ハ殆 ドi蓋ク崩壌ス。周邊上

皮様細胞 ノ出現大 ナリ。

第15日 白血球團内各所二淡染壌死竈 ヲ認ム。周邊

上皮様細胞、紡錘形細胞等網状二連繋 セル薄キ肉芽竈

有 リ。崩壊白血球成分散在或ハ貧喰サル。巨態細胞少

数 ニアリ。外暦部ニハ紡錘形細胞多 シ。

第20,H肉 芽暦内小圓形細胞比較的多or。 巨態細胞

前期 ヨリ多数 アリ。

第25日 白血球竈全 ク埋死二赴ル。肉芽竈所々二之

二代ル。巨態細胞多殿 ニシテ繊細繊維散在錯綜ス。

第30日 肉芽暦大イニ墳厚 シ上皮様細胞稠密 二集篠

ス。周邊二幼若繊維稽 く多グー部輪走或ハ内部 ノ夫 ト

連絡ス。

第四節 所見概括

人型結核菌蝋脂質 ヲ健常海狸皮下 二注入セル場合先

ヅ之二向ヒテ旺盛 二集籏 シ來ルノ・中性多核白血球ニ

シテ、小圓形細胞・・輕度二遊出シテ之二次グ。蝋脂質

ノ・注射第5日 二於テハ 中性多核白血球内各所 二小滴

状 ヲナ シテ散在 シ、或ハ多数之二貧喰セラル。第15

日二至L・バ微細粉末状乃至顧粒状 ヲ呈 シテ、白血球團

ノ周縁二近 ク僅 二散在 シ、或・・外部肉芽層内上皮様細

胞、組織球等二撮取セラル。第20日 二於テ・・一般二

大 イニ減少 ジテ、肉芽層内上記細胞二振取セラ、/タル

モノノミヲ見ル。第30日 亡至vバ 病竈内ニノ・殆 ソド

或 ノ・全ク之 ヲ検出 シ得 ズ。

蝋脂質 ヲ園綾iジテ之 ヲ臓滅 セシメソトセル中性多核

白血球・・第3日 ニ シテ既二集籏竈 ヲ形成 シ、第5日 二

於テ極期二達スVド モ、此 ノ期 ヨリ以後二至1/バ 、漸

次 自ラモ崩壌二赴キ比較的健態ナルモノト雑然 トシテ

相混清 セリ。斯 クシテ、盆 々崩壌 ノ進 ムニ從ヒ、ソノ外

周 ヨリ上皮様細胞、組織球性細胞、紡錘形細胞乃至巨

態細胞等二依 リテ構成 セラレタル所謂結核様肉芽組

織 ノ侵入 ヲ見ルモノニシテ、是等 ノ細胞ノ・白血球残骸

或 ハ残存セル蝋脂質 ヲ貧喰、清掃 二努ム。 ソノ間ニノ・

亦屡 く多物 新生血管 ヲ含有ス。斯 カル肉芽組織 ノ出

現 ハ第5日 ニシテ既ニソノ端 ヲ蛮 シ、第15日 前後二於

テハ全ク白血球竈 ト置換セ ソ。而 シテ此ノ頃二至 レバ

肉芽ノ・上皮檬細胞 ヲ圭成分 トナス。巨態細胞ハ第10

日二於テ少籔二現 ・・v、第15日 乃至20日 二於テ著 γ

ク、以後再 ビ減少スルモノ・如 シ。ソノ形状ノ・「ラ」氏型

二罵スルモノ最モ多ケ1!ド モ、尚所謂異物巨態細胞二

隠ス可キモノモ認メラル。是等 ノ肉芽組織ノ・亦 ソノ周

邊部 ヨリ結締織 二依 リテ置換セラル ・モノニシテ、幼

若繊維 ・・漸次周邊 ヨリ内部二侵入シ、所 々二錯綜走行

シテ大、小 ノ匠劃二分チ之が爲肉芽組織内ニノ・恰モ、

上皮様細胞性結核結節 二彷彿セル所見ヲ散見スルコ

hア リ 第20日)。 之ヨリ以後幼若繊維ハ盆i々粗豪化

ジテ内外ヨリ次第二細胞成分ヲ侵蝕 ン、途ニハ所謂搬

痕治癒ノ状態 トナ リ、全 ク繊維組織 ヲ以テ置換 セラ

ノγ。此ノ際、繊維新生 ト相呼鷹 シテ、血管 ノ新生亦旺

盛ナリ。斯 カル反慮ノ終臆ノ・第30日 二於テ之 ヲ認ム

ノレモノァリ、或・・未 ダ然ラザルモノアリ。一般ニハ爾

時 日ヲ要スルモノ・如 シ。

健常 「マウス」二結核菌蝿脂質ヲ注入セシ組織愛化ハ

健常海狸 ノ夫二比 シ稽 く経過遅延 ノ傾向ア リ。多核白

血球竈ノ消失 ニノ・此ノ際40日 前後 ヲ要セ ドモ、海瞑

二於 テハ20日 前後 ヲ以テ足vリ 。巨態細胞ノ出現ハ

比較的顯著ナvド モ、第30日 二初メテ認メラル。帥

海狸 二比 シ出現期遅 レ、又 ソノ度モー般二海瞑 ノ場合

ヨリハ輕微ナリ。往 々上皮様細胞 ノ不規則ナル結節状

集籏竈 ヲ認 ムルモ、乾酪竈ニノ・接 セズ。

健常海猿 二鳥型結核菌蝋脂質 ヲ注入セシ場合ハ人型

菌 ノ夫二比 シ経過大 イニ遅延 シ、第50日 前後二於テ

漸 ク上皮様細胞性肉芽竈内白血球成分 ノ消失ヲ見ル。

而シテ此ノ期二於ケル繊維・・幼若繊細ニシテ、不規則

ナノン大、小ノ匠劃 ヲナス。注入蝋脂質ハ第40日 以後

圭 トシテ上皮標細胞、紡錘形細胞竈ニアリ、第50日

ニノ・此 ノ貧喰細胞一般 二減少 シ且蝋脂質 ノ染著力微

弱ニジテ、不明瞭ナル コト多 ジ。巨態細胞ノ・人型菌/

場合 二比シ紗ク、第40日 二少撒認メラノレ。「チモテ
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一」蝋 脂 質 ヲ 健 常 海猿 皮 下 二注 入 セ シ 場 合 ・・ソノ反

慮 、 人 型 、鳥 型 ノ夫 ノ略 く中間 期 ヲ以 テ経 過 ス。 帥 第

30日 二於 テ ・・廣 汎 ナ ル 肉芽 竈 各所 二上 皮 様 細 胞 ノ稠

密 ナ ノレ集 籏 竈 ヲ認 ム レ ドモ、ソノ間 爾 白血 球 崩壌 物 ノ

散在 ア リタ リ。此 ノ期 二 ・・幼 若膠 様 繊 維 ノ薄 暦 ヲ以 テ

園 澆 セ ラル。 巨 態 細 胞 ノ・第15日 二現 ・・v、 第25乃

至30日 所 見 二於 テ多 数認 メ ラv、 ソ ノ存 在 部 ハ肉芽

竈 二限 ラル。 形 態 、性 状 ・・各 章 二認 メ タル モ ノ ト異 ラ

ズ。本蝋脂質ハ第25日 二於テ中性多核白血球間二検

出シ難久 以後・・圭 トシテ肉芽竈内二貧喰セラレタル'

モ ノヲ見ル。

結核海猿二人型菌蝿脂質 ヲ注入セル場合 ノ局所反慮

ノ・健常海瞑 ノ夫 ト本質 二於テ異ル所ナク且時期的關

係モ相似タ リ。唯前者ハ上皮様細胞及巨態細胞 ノ出現

輕度ニシテ殊二巨態細胞二於テ稽 く顯著 ノ感 アリ。反

之結締織化 ノ傾向比較的急速二登現セ リ。

第五節 考 按

余 ガ並 二蝋 脂 質 トジテ 記 セル ・・純 梓 二化 學 的 意 味 ノ

蝋 脂 質 ナ ラズ、Andersonノ 所 謂 粗 製 蝋 脂 質 二匹 敵 ン

氏 二依 レバSterolヲ 有 セ ズ ト 云 ・・ル 。 帥 チ物 理 的

意味 二於 ケル 命 名 法 ト知 ル 可 シ。 今 之 ガ 組 成 二關 シ

Andersonノ 言 ヲ籍 ル ナ ラバ本 物 質 ・・之 ヲ更 二 「エ ー

テル 」二溶 解 シ、 「ア セ トソ」「メ タ ノー ル」ヲ以 テ虜 理

フ・ル 時 純 化 蝋 脂 質 トSoftwax二 分 タ レ、前 者 ・・更 二

粗 製蝋 脂 質

(Aceton.
Methano1)

か

封

輪

窒

マ
焦

、含
恥

燐

ヲ
(

～
し
液母

_「 エ ー テ ル」_
可 溶(95%)

水 可 溶(5%)

(・=Glycerol)

「アノレコ ール 」

苛 性 加 里
一沈澱(純 化蝿脂質)

(讐 罫 碁云當り

「アル コ ール 」性 苛 性 加 里 二依 リテ
、 不 鹸 化 蝋 脂 質 ト

多 糖 類 二分 タルb云 フ。此 ノ不 鹸 化 蝋 脂質(Cg.iH18804

ナル 高 級 「アル コー ル」)コ ソ・・Kulpノ 検 索 二依 リテ

結 核 菌 抗 酸 性 ヲ示 ス 唯 一一ノ物 質 ト構 セ ラ1ノ、Sabin,

Smithburna.Thomas(1935)二 依 リテ、組 織 ノ種 類 ヲ

問 ・・ズ常 二 「モ ノチ ー テ ソ」 ノ新 生 培 殖 ヲ促 ス モ ノ ト

=互ハ レタ リ。

13%
-NeutralPerfumlikeSubst .

12%
一 不 鹸 化 性蝋 脂 質

一 「パル ミチ ソ」酸 、 「ス テ ア リ ソ」酸
69%
L混 含脂 肪 酸 一

一液状脂肪酸一

一磯認儒a珊5)

一腹 謂(一 翻hioic)

鱗 脚騰購(繋獅
「パル ミチ ソ」酸
「ス テ ア リソ」酸

diLH2SO4
一 水 溶 性(多 糖 類)-Pentose .Hexose等

(本 表 ノ・Andersonニ ヨ〃)

此 ノ際 多薮 二生 ジタ ル 巨 態 細胞 ・・軍 二此 ノ 「モ ノチ ー

テ ソ」ノ融 合 二依 リテ形 成 セ ラ レ、 彼 等 ノ所 謂 異 物 巨

態 細 胞 二過 ギ ザ ル モ ノ_ン テ、之 ・・燐 脂質 ノ場 合 二認

メ ラル結 核 巨 態細 胞 ●(上皮様 細 胞 ノ分 裂 ニ ヨル)ト ノ・

本 質 的 二相 異 ル モ ノ ト構 セ ラル 「夏 二 彼 等 ノ・此 ノ巨 態

細 胞 ・・再 ビ 「モ ノチ ー テ ソ」二分 解 ス ル コ トニ ヨ リテ清

失 シ、決 シテ退 行 攣 性 二昭 ラ ズ、 從 ツ テ叉 燐 脂質 ノ時

ノ如 ク決 ジテ乾 酪 化 ヲ 形 成 ス ル モ ノナ ラ ズ ト唱 ヘ タ

リ。 要 之 、彼 等 ノ訊 ク所 ハ本 蝿 脂 質 ノ細 微 ナ ル モ ノハ

個 々 ノ「モ ノチ ー テ ソ」二振 ラ1ノ、比較 的 大 ナル モ ノ ハ

之 二包 園 セ ラ レタ ル 後、ソ ノ融 合 二依 リ巨 態 細 胞 ヲ形

成 ス ル モ ノナ レ ドモ 、而 モ 此 ノ際 「モ ノ チ ー テ ソ」ヲ刺

戟 シテ上 皮様 細 胞 、「ラ」氏 型 巨 態 細 胞 等 ヲ形 成 ス ル 能

方 ヲ有 セ ズ、之 力●畢 寛 本 物 質 内 二存 ス ルPhthioicacid

ガ左 旋 性 ナル ニ基 クモ ノ ト解 セル ナ リ。粗 製蝋 脂 質 ノ

他 ノ成 分 二關 ・y、Sabina.Doan(1930)が 純 化 蠣 脂 質

及 ビSoftwaxヲ 以 テ セル 實 験 二於 テ ・・何 レモ共 二結

核 様 組織 ノ登 生 ヲ認 メ タル モ ノニ シテ 、仰彼 等 ノ所 謂
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上皮様細胞、「ラ」氏型巨態細胞 ノ出現アリ、殊二之ノ・

後者二強シトセラル。加之、雨物質二・・不鹸化性蝋脂

質 ト齊 ジク結締織細胞 ノ新生、塘殖 ヲ促ス作用 アリテ

之・・却テ純化蝋脂質二強〃、叉斯カル特異ノ雨刺戟性

ハ夫 々司リ遊離 セシ脂肪酸ニモ存 シタリ
。

余 ノ用 ヒタル蝋脂 質ノ・上表 ヨリ萌 カナル如 ク、

上記3種 ノ物質何 レテモ含 有 セルモ ノナル ヲ以

テ斯 カル詳細 ナル分析 ラ行 フニ術 ナシ。然 レ ド

モ、今余 ノ成績 ラ斯 カル観鮎 ヨ リ眺 ムル トセバ、

多核 白血球、大軍核細胞(組 織球性細胞)ノ 出現

ハ主 トシテ不鹸 化性物質 二 依 ル モノ ト認 メ ラ

レ、上皮様 細脆』「ラ」氏型 亘態細胞ハ純化蝋脂質
、

Softwax夫 々・ノ中 二含 マ レタル脂肪 酸、即氏等

ノ所謂右旋 性Phthioicacid二 基 キ、異物 亘態

細胞 ハ反 之不鹸化物乃 至 ソノ左旋性Phthioic

acid二 、結締織母 細胞 ハ以上3種 絡 テノ物質 二

依 リテ形成 セラ レタルモ ノ ト見倣 シ得可 シ。然

ラバ齊 シク不鹸 化物 二依 ルニ不拘、何故 二多核

白血球 ノ ミ早期 二著 明 二表 ハ レ大 軍核細胞、異

物亘態細胞等 ハ後期 二至 ルニ非 レバ出現 セザ リ

シヤ。雨者 ノ作 用ノ・例 令同一時 二同一物 ラ注射

スルモ、 ソノ登現 二要 スル時間ノ・異 ニ スル ト解

スル ヨ リ他 二術 ナ キ理 トナル可 シ。之誠 二奇怪

ニ シテ、 惟 フニ斯 カル見解 ノ相 違ハ彼等 ノ観察

ガ時期的意義 ヲ鋏 ケル ニ基 クモ ノナ ラン。又彼

等 ノ・不鹸化物及Softwax二 於 テハ「ラJ氏型亘態

細胞 ト異物亘態 細胞 ノ比1封10ナ ル ー反 シ純

化蝋脂質乃至 ソ ノ脂 肪酸 二 於 テノ・10封1ナ リ

ト唱 フ.余 ノ揚合 二於 テハ「ラ」氏型 二属 スルモ

ノ概 シテ多 キヲ認 メタ レ ドモ、観 察期乃 至標 本

ヲ異 一 スル ニ從 ヒ、却 テ異物型 多 キモ ノモ存 シ

タ リ。尚 余ハ彼等 ノ如 ク、亘態細胞 ノ周 圃 二特

二「エ オジ ン」嗜 好性 白血球 ノ常存 セル ヲ見 ズ、

從 ツテ彼等 ガ之 ラ亘態細胞 ノ蝋脂質破壌後産生

セ シ物質 ノ該 白血球 二封 スル特殊趨化性 ト見倣

セ シ所以 ニノ・賛 スル能 ハズ。

Willis(1932)ノ ・結核菌 ノ眞 室乾燥 後完 全 二破砕

セ シ後抽 出 セル蝋質 ハ抗 酸 性ラ全 ク訣 如 シ、且

intaktノ 菌 禮 二反 シテ結核様 組織 ラ作 ラズ、而

モ之ノ・抽 出 テ行 ハザル破砕菌 二依 リテモ同様 ナ

リ ト云 ヘ リ。彼 ハ ソノ理 由 二關 シ何等 論明 スル

塵 ナ ケ レ ドモ、余 ノ・之 ガ異物 トシテ全菌禮 ノ場

合 二比 シ極 メテ微 細 トナ レル爲 ソノ消化、吸牧

遙 カー良好 ナル ニ基 クモ ノ ト解 スル ヲ妥 當 ト信

ジ、 又此 ノ實 験 二依 リテモ蝋質 ガ特 二結核形成

能無 キ所以 テ立護 シ得 タ リ ト思惟 ス。

結核菌蝋脂質 ノ免疫學的性状 一關 シテノ・之 ヲ否定ス

ルモノ多 ク戸田敏授、川村、Sabin,Smithburna.

Thomas等 ノ・感染防禦力ナシbシ 、山崎ハ多少 ノ防禦

力ヲ認 ムルモ、氏 ノ列定ノ・Sabin等b同 様感染獣 ノ

盟重増減、生死 ノ逞速 ノミニ基 キ正鵠 ヲ期 シ難 シ。

「ツ」「アレルギー」賦與力ハ中島、山崎、戸田、箭頭、

川村氏等之 ヲ否定 シ、夏二Dienes,Pinner等 ト共ニ

ソノ作用 ヲモ認メズ。

余 ノ場合正常獣 二比 シ結核獣 二於 テハ局所結締

織 化 ノ傾向梢 ≧急速 二登現 シ軍 二之 ノミラ以 テ

ハ恰 モ良性経過 テ トルガ如 キモ上皮様細胞
、亘

態 細胞 ノ出現 ノ・反之輕度 ナ リ.即 チ増殖 性傾 向

ラ認 ムルニノ・適確 ナル論縁 トナ ラズ。

此 ノ際 「ア レル ギー」性攣化 ナ キノ・確實 ニ シ7此

ノ貼 二於 デノ・Dienes以 下 諸家 トー致 ス。

第四章 「アセ トン」可溶脂肪注入實験

第二章既述 ノ方法 二從ヒテ抽出セル 「アセトン」可溶

脂肪 ヲ少量 ノ「アルコール」「エーテル」ヲ以テ溶解 シ、

之二熱 キ生理的食唖水 ヲ急速二注入 シテ同質性浮游

液 トナル迄強ク振盈ス。斯クシテ得タル1aα10mg!

「エ ムル ジ ヨ ソ」 ヲ注 射 ノ度 二振 盟 シツ ・O .2cc宛 海

狸 皮 下6ケ 所宛 、 或 ノ・家 兎 皮 下12ケ 所 宛 、 「マ ウス」

皮 下2ケ 所 宛 、可 及 的 深 部 二注 入 セ リ。 結 核海 狸 ハ前

述 セ シ ガ如 シ(本 脂 肪 ヲ以 下 「ア」脂 肪 ト假 稚 ス)。

第 一節 人型結核菌 「アセ トン」可溶脂肪注入實験
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第 一 項 健常 海狸 二於 ケル所見

第5日 類楕圓形 ノ中性多核白血球集籏竈内「エオジ

ソ」二淡染シ「ズダソ」皿二黄赤染セル「ア」脂肪小滴散

見ス。周園皮下組織二・・組織球性細胞、紡錘形細胞等

多数出現ヌ。血管 ノ披充著 シ。筋間繊維ニモ細胞浸潤

アリ。筋繊維バー一般二潤濁腫脹ヌ。

第10日 白血球退行墾性著 シ。周邊前記滲出細胞ハ

更二廣汎二存ス。 ソノ外暦ハ此 ノ他、上皮様細胞甚ダ

多ク、前者 ト互ヒニ突起ヲ以テ相連繋 シツ・網状 ヲナ

シ、ソノ網眼ニハ白血球淋巴球等 ヲ容ル。所二依 リテ

ハ恰モ上皮様細胞性結核二髪髭タリ。血管ノ・此ノ肉芽

層内二披充ヌ。

第15日 白血球團稽 く縮小ス。赤血球 ソノ中二雑然

トシテ混満 セノレモノアリ。肉芽内遊出細胞前期ヨリ墳

加シ、往 々幼若繊維二依 リ匠劃 ヲ受ケ、殊二外暦二顯

著ナ リ。上皮様細胞ハ此 ノ欝大、小ノ結節状 ヲナヌア

リ。「ア」脂肪ノ・微細粉状 ヲナシテ上皮様細胞、組織球

性細胞二貧喰セラレタル ヲ見ル。

第30日 肉芽層内、白血球成分殆 ソドナシ。上皮様

細胞髄網状構造 ヲ呈スルモノ多キモー般二減少 シ、

長、短紡錘形細胞及染色性弱キ幼若繊維ヲ以テ之二代

ヘラル。但 シー部 ニノ・細胞成分圭ナル部モ存ヌ。巨態

細胞 ヲ見ズ。新生毛細管 ヲ散見ス。遊離 「ア」脂肪 ヲ

見ズ。

第二項 結核 海狽 二於 ケル所見

第5日 皮下結締織 ニノ・第一項 ト大差ナキ白血球竈

アリテー部崩壌二昭ル。「ア」脂肪小滴或ノ・小塊状二散

在 シ大、小 ノ出血竈ア リ。

第10日 白血球竈内淡染同質小塊散見サル。周邊前

述混清暦稽 く厚 ク外部皮下組織 トノ間往 々特二紡錘

形細胞多倣集籏ス。前者内血管充盈ス。

第15日 白血球成分減少且盤ク退行攣性ヌ。肉芽竈

内上皮檬細胞多ク、叉長、短紡錘形細胞 ノ遊出旺盛ナ

リ。屡 く幼若繊維不規則二錯綜 シ、肉芽周邊淡明ニシ

テ淋巴球モ少 ク結節類似 ノ上皮様細胞集籏竈 アリ。

第20日 標本一部ノ・既二高度二繊維化セルアリ。他

ノモノモー般 二 白血球成分二乏 シク繊維芽細胞 ノ墳

殖著明ナリ。血管ノ・各所二散見サル。

第25乃 至30日 更 二繊維化強ク繊、粗雨様 ノ膠基繊

維錯綜且稠密不規則 ノ網状 ヲナス。上皮様細胞疎在

シ或バー部二小集籏竈ヲナス。後者ノ形態、大 サー定

セズ。脂肪・・殆 ソドナ〃、或ハ肉芽内大貧喰細胞二認

ムルコトアルモ明確 ナラズ。

第三項 健康家 兎二於 ケル所見

(イ)1薩 注入所見

第5日 健常海猿 ノ場合b大 差ナク白血球團内崩壊

セルモノ多 シ。周邊所 々二紡錘形細胞浸潤 アリ。

第10日 白血球蓋グ崩壊、攣性ヌ。外邊内、外二組

織球性細胞散在ス。

第18日 白血球竈縮小 シ混清層之二代 リ、時二上皮

様細胞 ノミニ依ル小集籏竈 アリ。細、大種 々ノ繊維束

縦横二走行 シ終端外周皮下繊維二連ル。

第30日 白血球集籏セズ混渚竈内部 二散在ス。本竈

外部 ノ・淡明ニシテ吏二周邊厚キ繊維層輪走セリ。内

部モー般二粗豪繊維多ジ。

(ロ)3瑳 注入所見

第5日1睡 ノ場合b大 差ナキモ多核 白血球ノ・寧 ロ

廣汎櫨散性ニアリ。

第10日 小圓形細胞、多核白血球稠密二集籏 シテ数

個ノ類圓形乃至類楕圓形塊ヲ作ル。屡 々ソ・中二露滴

状散在脂肪アリ。

第20日 白血球窟ノ外側ニノ・上皮様細胞多数現v、

或 ・・内部 二混在ス。VanGieson氏 法二淡紅染繊維不

規則二之ヲ匠劃シ外周部 ・・極 メテ多敷ノ紡錘形細胞

アリ。毛細管内皮細胞盟二核屑片 ヲ容 レ・タルモノヲ見

タ リ。

第30日 多核白血球殆 ドナク肉芽竈一般 二淡明且前

期二比 シ繊維化強 シ。「ア」脂肪検出 シ難シ。

(ハ)10彪 注入所見

第5日 「ア」脂肪小滴 ヲ各所二園メル白血球竈 アリ。

ソノ外邊部上皮様細胞 ノ遊出旺盛 一シテ 時二前者 ト

共 二大混合竈 ヲナス。「ア」脂肪之二掘 ラレタルモノ少

カラズ。

第10日 濃染明確ナル白血球竈筋暦二達ス。周邊更

二紡錘形細胞 ノ遊出強〃廣汎二亙ル。血管大 イニ充盈

シ往 々白血球竈二迄至ル出血竈アリ。

第20日 「アJ脂肪多数ノ小鮎状物二分 タv各 々ノ園

リ上皮様細胞 ヲ圭 トシ白血球淋巴球 ヲ混 ゼル集籏竈

ア リ。血管ハ寧ロ周擁幼若繊維層二多 シ。

第30日 白血球竈ハ廣汎同質性1・ナ リ多倣 ノ 「クロ

マチソ」頴粒状物汚稼散在ス。周園肉芽層墳厚 シ往 々

巨態細胞 アリ。胞盟内時二脂肪滴 ヲ容ル。

第40日 遊離二存スル「ア」脂肪少 ク上皮様細胞 ノ外
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毛細管内皮細胞内二検出シ得ルモノアリ。肉芽竈周邊

ヨリ内部一帯二幼若繊維大、小束状二錯綜ヌ。巨態細

胞多ク雨型混合ス。

第50日 白血球竈自潰或ハ既二痂皮 ヲ附著ス。然 ラ

ザルモノノ・克 ク肉芽暦 二包裏セラレ肉芽竈ノ・淡明度

ヲ壇セ リ。 ソノ間繊維束輪走行 ヲ示スモ ノ多 シ。

第 四項 人型菌燐脂質免疫家 兎 二

本脂肪注 入實験

第五章第一節第四項家兎 二本脂肪1mgヲ 皮下接種

ス。所見次 ノ如 シ。

第5日 健常家兎 ノ場合 ト大差ナク、類楕圓白血球竈

内少数二赤血球、組織球性細胞混在ス。

第10日 白血球竈周邊「クロマヂソ」二乏 ジク此 ノ外

部二紡錘形細胞 ヲ混 ゼノV幼若繊維 ノ薄層 ヲ綾 ラヌ。

第15日 白血球團内同質性淡染小塊散在ス。幼若繊

維層 二上皮様細胞稽 く多藪遊出シー部小集籏ス。

第25日 上皮様細胞 ヲ圭bナ ス肉芽竈贋汎二亙 リ、

崩壊 白血球不明確 ナル 小集團 ヲ作ル カ或ハ疎二散在

ス。所 々二巨態細胞アリ。壁立性 ノモノ多 シ。外側ハ

粗豪繊維ノ稽 く厚キー暦ニジテ、ソノ内暦二近キ部ハ

紡錘形細胞二富 ム。一部・・肉芽竈二侵入シ所 々二匠劃

ヲ作 ソリ。

第30日 肉芽竈淡明ナ リ。繊、粗膠様繊維相錯綜 シ

叉周邊繊維層塘厚 シテ 肉芽竈 トノ境界不鮮明ナリ.

屡 く紡錘形二肥大 セル毛細管内被細胞 ヲ認 ム。

第五項 健常 「マ ウス」二於 ケル所見

第5日 注射部皮下 二濃染白血球團アリ。周邊部ハ

精 く淡染シ、此 ノ部 ハ崩壌セルモノ多シ。外部 ニノ・少

数 ノ組織球性細胞及中等数ノ淋巴球浸潤 アリ。一部 ハ

筋暦二i達ス。充血著明。血管周擁性小圓形細胞浸潤 ア

リ。

第10日 白血球竈同質性無構造 二崩壊、赤染シ(「エ

オジソ」)、核屑片疎在ヌ。周園二類上皮細胞、紡錘形

細胞 ヨリ成ル肉芽組織 アリ。外暦部ニハ後者特二多〃

輪走ス。淋巴球、形質細胞 ソノ間二散在ス。

第20E肉 芽竈バー部 白血球竈 ヲ置換セソトス。本

竈内上皮様細胞多ク前期二比 シ増厚ス。一部皮膚上皮

細胞 ノ培殖 ヲ見ル。中心二近キ部 ノ・崩壊 白血球多ク

外層部 ニハ紡錘形細胞多シ。幼若繊維 ノ薄層更二之ヲ

園ム。数個 ノ小形巨態細胞 アリ。

第30日 肉芽竈ニハ繊、粗膠様繊維縦横二走行ス。

往 々上皮様細胞結節状ヲナヌ。血管、毛細管多 シ。

第40日 粗豪繊維束密二錯綜 シ細胞成分疎二或ハ小

集籏ス。淋巴球モ少 ク白血球成分殆 ソド存セズ。紡錘

形細胞 ヲ圭 トナス。

第二節 鳥型結核菌 「アセ トン」可溶脂肋注入實験(健 常海狸)

第一節 ト同濃度ノ本脂肪 「エムル ジヨソ」ヲ同量宛皮

下接種ス。本脂肪 ノ染色所見ハ人型菌 ノ夫 ト同様ナ

リ。所見次 ノ如 シ。

第5日 人型菌 ノ場合 ト大差ナク健、提中性多核白血

球集團ノ周園充血或ノ・浮腫状 ヲ呈ス。紡錘形乃至組織

球性細胞疎在ス。

第7日 白血球竈内各所壊死状 ニシテ 既存繊維染色

不良或ハ無構造ナリ。外部・・繊細膠基繊維微網状二輪

層 シ淋巴球、紡錘形細胞貼在ス。後者特 二多キ部 ア

リ。充血著明。

第10日 繊維層内上皮標細胞 ノ遊出著 ・y。内層ハ混

渚層 ノ所見 ヲ呈ス。

第20日 上皮様細胞 ノ浸潤更二強ク廣汎二亙 リ往 々

小集籏竈ヲナス。

第25日 白血球蓋〃崩壌シ集團 ヲ作 ラズ。上皮様細

胞性肉芽竈之二代 リ廣汎ナ リ。淋巴球鮎在ヌ。

第30日 肉芽内繊維化更二強ク外周繊維層堆厚ス。

稀二巨態細胞ア リ。

第35日 肉芽竈大 イニ淡明。血管此 ノ部 二乏 シク繊

維暦附近二多 シ。屡 く結節状上皮様細胞集團ヲ認ムソ

ドモ大小不同、不規則ナ リ。

第40日 肉芽竈更二粗豪繊維束密二匠劃ヌ。巨態細

胞 ヲ見 ズ。

第三節 所見概括

人型結核菌 「アセトソ」可溶脂肪 ヲ健常海狸皮下二注

入スルニ先騙 シテ之二蝟集 シ來ルハ中性多核白血球

ヲ主bシ 、小圓形細胞僅カニ之二關與ス。第5日 二e「

テ之ハ濃染集團ヲ形成 シ貧喰、破壌 ヲ企ツソドモ・聴テ
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自ラ崩壊二赴クモノ多ク、第10日 ヲ極期bシ テ第30

日二至 レバ殆 ド病竈 ヨリ影 ヲ没スルニ至ル。之二代 リ

テ出現スルハ上皮様細胞、組織球性細胞、紡錘形細胞

等ニシテ第5日 二端 ヲ登 ン、 白血球 ノ清失二件ヒテ

盆iく旺盛二浸潤 シ、第25日 前後二於テノ・上皮標細胞

殊二多ク所謂結核標肉芽組織二類スルー竈 ヲ現示ス。

斯クジテ残存 セル 「ア」脂肪及崩壌白血球成分等・・本

竈内細胞 二依 リ貧喰、清掃或ハ置換 セラノレニ至ノレ。倫

本竈ニハ血管塘生、比較的旺盛ナリ。「ア」脂肪ノ・20

日以後ニハ極メテ稀或 ・・検出 シ難 シ。巨態細胞 ・・全経

過ヲ通 ジテ之ヲ認 メズ。

所謂結核標肉芽組織 ・・漸次結締織化二赴 クモノニシ

テ、紡錘形細胞ノ・ソノ核「クロマチソ」ヲ増加スル ト共

二原形質突起 ヲ仲長 シテ幼若繊維 二分化 シ、第15日

二於テ・・肉芽内ヲ各所二走行シテ、大、小 ノ匠劃二分

チ、之が爲上皮様細胞ハ結節状 ヲナシテ、 ソノ間、小

圓形細胞乃至白血球成分 ヲ鉄除セル恰モ上皮様細胞

性結核結節 二酷似セル所見 ヲ呈スルコ トアリ。更二

第30日 二至vバ 、結締織化愈 く強度 トナリテ、粗豪

化セル繊維束 ヲ以テ細胞成分 ヲ置換 ン、既ニソノ完成

セルモノアリ。然ラザノレモノト錐モ後者ガ僅 カニ前者

ノ間二散在セノレモノ多シ。

結核感染海猿二人型結核菌 「アセトソ」可溶性脂肪ヲ

皮下注入セル場合二出現スル組織反慮 ・・本質二於テ

健常海狸 ノ夫 ト異ル慮 ナケ レ・ドモ、時期二於テ多少 ノ

差アリ。即最初反磨セシ多核 白血球 ・・健常海狸 ノ場

合ソノ崩屡後吸牧ノ極期が20日 前後ナ リシニ反シ、

此ノ場合ニノ・10日 二於テ既二著 シク、叉脂肪物質 ノ

吸牧二前者ハ20日 乃至之以上 ヲ要 シタレドモ後者・・

15E一 シテ既二之 ヲ終 レリ。 ソノ他所謂結核様肉芽

組織乃至ソノ結締織化 ノ傾向モー般 二急速ニシテ、要

之、総テノ反慮 ガ迅速二経過 シ早期二清裡 セルヲ認

ム。荷本實験二於テ巨態細胞 ハ全経過 ヲ通 ジテ出現セ

ザリキ。

正常家兎二本物質 ヲ皮下注射セル場合ノ局所反磨 ・・

海狸 ノ夫 ト本質二於テ異 ラズ。殊 二1彪 ヲ接種 セシ場

合ニノ・雨者 ノ経過モ殆 ソド軌 ヲーニセ リ。3殖 注射!

場合二・・白血球 ノ掃蕩或ハ淡明ナノレ上皮様細胞性肉

芽竈 ノ登現等、一般二1瑳 ノ夫 ヨリ遅延 シ、10彪 ノ場

合 二・・白血球竈殊二顯著二表 ・・レ周邊・・ヨク包裏セ

ラレタル後、之が崩壌、吸牧ニハ更二長時 日ヲ要ヌ。

巨態細胞 ノ形成前二者二比 シ遙 カニ顯著ナリ。上皮標

細胞竈 ノ獲現ハソノ定型的ナノレモノ第40日 前後二認

メラレ、大、小不同、形状不規則ナレドモ、結節様構

造 ヲ呈ス。

人型結核菌燐脂質 ヲ以テ 前塵置セシ家兎二(静 脈内)

本脂肪1彪 皮下接種 セシ局所反懸 ノ・正常家兎 ノ夫b

殆 ソド選 プ礎ナシ。健常「マウス」二本脂肪注入所見ハ

健常海瞑、家兎(1地)ノ 夫 ト時期的ニモ略 く同様ニシ

テ上皮様細胞性肉芽ノ・30日 二於 テ大二繊維化 シ40

日前後 ニノ・所謂搬痕治癒/状 態 ヲ以テ終臆ス。40日

所見二若干 ノ巨態細胞 ヲ認メー般二肉芽竈内淋巴球、

「プラズマ」細胞 ノ滲出他二比シ精 く著明ナ リキ
。

鳥型菌本脂肪 ヲ健常海瞑 二皮下接種セル所見ハ人型

菌 ノ夫二比 シ僅 カニ経過緩慢ナ リ。帥35日 前後デ廣

汎ナル淡明肉芽竈完成サv繊 維化ハ40日 二至ルモ充

分ナラズ。巨態細胞・・30日 二僅数認メシノミ。脂肪

ノ・10日ニノ・微細穎粒状 ヲナシ30日 前後ニノ・遊離 ノモ

ノナク40日 ニハ染色不鮮明ナリ。即人型菌 ノ夫二比

シ吸牧稽 ζ遅 シ。

第四節 考 按

Anderson二 俵 レバ 「ア セ トソ」可 溶 性 脂 肪 ノ・燐 、 窒

素 、 硫 黄 ヲ含 マ ズ、多 量 ノ遊 離 脂 肪 酸 ヲ有 ス ト稽 セ ラ

ノレ(Butyricacid,Stearic。,Cerotic-,Linoleic.,Linole。

nic-acidノ ・少 量 、Palmiticacid,Tuberculostearicacid

(C18H3602)u.Phthioicacid(C2,H5202)ノ ・大 量 二有

ヌ)。Smithburna.Sabin(1935)ノ ・之 ヲ鑛 油 二溶 カ シ、

家 兎 、海 狸 ノ腹 腔 内 二注 入 スル ニ著 シキ刺 戟 性 ヲ有 シ

各 種 ノ結 締織 細 胞 ノ培 殖 ヲ來 ス ト共 二癒 著 、出血 或 ・・

充 血 強 ク、結 核 様 組織 ・・形 成 セ ラル レ ドモ、 之 が爲 甚

シク複雑化セラル ヲ見タリ。依 リテ,彼 等・・斯 カル複

雑性が本脂肪内 二多量二存スル各種遊離酸二基 ク可

シトノ推測 ノ下二、之ヲ苛性加里 ヲ以テ中和 シ供試ス

ルニ、出血性傾向ナク反慮全禮 が適宜緩和セラレテ、

反之Phthioicacidノ 造 結核病攣i性及癒著力'一層閲明

化セラvタ リト云フ。術彼等が同時二i連鎖状球菌 「ア

セ トソ」可溶脂肪 ヲ以テセル實験二於 テ・・上皮檬細胞

ノ存在ナキ以外 ハ量的、質的二全ク同標 ノ所見 ヲ呈

シ、白血球 乃至 ソノ貧喰 「クラスマトチ陶テソ」ノ寝
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潤、未熟結締織細胞、結締織母細胞、淋巴球、 「プラ

ズマ」細胞等ノ塘加、血管新生等 ヲ認 メタリ。

余 ノ場合 二於 テモ斯 カル細胞成分 ハ縮 テ之 チ認

メ、血管新 生亦 旺盛 二起 リタ レ ドモ、ソノ出現、

」曾減 ニハ自 ラ時期的制限 ア リ。而 シテ彼 等 ハ例

ヘバ人 型結核菌 ノ場合、僅 二11、12、15日 ノ3

回 二於 ケル検索 二 止 マ リソノ前後 ノ経 過 デ見

ズ、 ソノ目標 ハ圭 トシテ唯 之 二反慮 スル細胞 ノ
　

ミニ固定 ス レドモ、余 ハ之 ヲ系統 的 二観察 セ シ

モ ノナ リ。此 ノ際彼等 ノ・超生禮 染色 二基 ク所 見

ヨリ特有 ノ上皮様細胞 ラ定義 シ、 ソ ノ存在 テ以

テ連鎖 状球菌及結核 菌脂 肪 二封 スル反慮 ノ特異

性 ラ嘔別 スル ノ資 トナセ ドモ、弦 二注 目ス可 キ

ハSabin,Doana.Forknerガ 軍 二Stearic

acidテ 以 テモ亦 同細胞 テ見 タル コ トナ リ。加之

彼等 自身(Smithburna.Sabin)亦 「チモテー」

菌 同脂肪 ヲ以 テ、齊 シク特異結核性攣化 ヴ見 タ

リ ト云 フ.更 二連鎖 状球 菌脂肪 二關 シテハ新家

氏 ガ ソノ「アル コール」或 ノ・「クロロホ ルム」抽 出

脂肪 ガ結核 菌甚 シキハ葡萄状球菌 ノ夫等 ト齊 シ

ク所謂結核様 組織 ノ爽現 テ見 タル實験 ア リ。余

ノ・又後 述 スル如 久 「チモテー」菌 本脂 肪 テ以 テ

シテ爾本質的 二之 ト同様 ナル所 見 ラ認 メタ リ。

斯 カル事實 ヨリ考究 セバ彼等 ガ結核 菌 「エーテ

ル」可溶脂質(就 中 ソノPhthioicacid)二 基 ク結

核性特 殊反慮 トナ スモ ノガ果 シテ然 ルヤ甚 グ疑

ヒ無 キ能 ハズ。彼 等 自身該反慮 ガ注射回数、注 射

量 二比例 シテ張大 トナル ト記 セル ガ如 キハ之 ラ

毒 素壇 加 二件 フ特殊反慮 ト見倣 サ ンヨ リハ寧 ロ

異物 量多 キガ爲 ノ異物反慮 ト認 ムル ニ於 テ、 ヨ

リ妥 當性 テ有 スル ガ如 ク思惟 セ ラル。偶 ≧彼等

ガ本脂 肪注射後 日テ経 タルモ ノ程、 白血球及 ソ

ノ貧喰 「クラスマ トチー テ ン」紗 ク上皮様細胞、

「モ ノチーテ ン」多数 二現ハ ル ・ラ認 メタルノ・克

ク此 ノ見解 二符 合 スルモ ノ ト構 ろ可 ク、一方 二

於 テ恰 モ余 ガ家兎 二於 ケル實験 ノ如 ク、本物質

ノ注射 量大 ナル程 反慮強度 ニ シテ、上皮様細胞

亘態細胞 ノ出現愈 ≧顯著 ナル テ認 メタルハ、異

物 量 ノ檜 加 二件 ヒ、之 ガ清掃 二要 スル組織球 ノ

活動更 二旺盛 ナル ラ要 セ シ結果 二他 ナ ラズ。而

シテ彼 等 ガ本反磨 二於 テ上皮様 細胞 ノ集 籏性 ナ

ク、極 メテ鑛散 的傾 向 ラ辿 ル ノ理 由 テ本脂肪 ノ

酸 性 二基 ク刺戟 ノ強 サ乃 至ハ他 種細胞 出現 ノ複

雑 性 二蹄 セ シガ如 キハ、余 テ以 テ之 テ見 ルニ、

却 テ之 コソ該反慮 ノ非特 異性 ラ示 ス可 キー謹査

タ ラザルヤ ヲ疑 ノ、シム。1毎狽 、家 兎、 「マウス」

何 レニ於 テモ、人型結核菌 本脂肪 ノ同量 テ以 テ

セル場合、何 ラ反慮 ノ相違 ナキ事實 ハ又本脂肪

ラ以 テ特異毒素 ト認 ムル ニ、少 ナカ ラズ支障 デ

來 ス可 シ。省之 二關 シテハ後 章二詳述 セ ン。

結核菌 「アセ トソ」可溶性脂肪ノ冤疫 元性二關 シテ・・

戸田、河村、箭頭氏等・・感染防禦力 ノ立場 ヨリ、BUrger

u.M611ers,Dienesa.Sch6nheit等 ・・補髄結合性抗燈

産生 ノ立場 ヨリ之ヲ否定セルニ反 シ、中島、山崎、

Waelsch等 ノ・之 ヲ肯定 シ、 ソノ間爾意見 ノー一致 ヲ見

ザレドモ、ソノ「ツ」「アレルギー」賦奥力乃至「ッ」作用

二就テハ戸田、箭頭、川村、山崎、中島等何 レモ之 ヲ

認メズ。

余 ノ場合 二於 テハ、本物 質注 入局所 ノ皮 下反慮

ハ正常 海狽 ヨリ結核海猿 二於 テ 稽 篭急速 二経

過、 消誕 シ、 恰 モKoch氏 反 慮 二類 スル ガ如 キ

所 見 ラ認 メタ レ ドモ、反磨 自膿 ノ本質 二於 テハ

雨者何 ラ撰 ブ塵 ナ シ。家 兎二於 テ燐脂質 前庭 置

獣 ト正常獣 トノ間 ニハ、局 所攣化 ハ時期的 ニモ、

全 ク類似 セ シ経過 ラ執 レリ。

第五章 燐脂質注入實験

第二章既述 ノ方法 一依 リテ得 タル各菌燐脂質 二滅菌

生理的食唖水 ヲ加ヘツ ・研磨 シテZF等 ナル乳剤 ヲ製

・y、100度30分 加 熱滅菌後、 〃0・2c碗(1・ ・q10mg

乳剤)ヲ 健常、結核海猿皮下可及的深部二注入ス。家

兎 ノ場合 ・・夫 々各項記載 ノ菌量ヲ以テセリ・ソノ際機

械 的 影響 ヲ避 ケ ソガ爲 各 菌 量 ヲ 夫 く0.2aa内 二含 有

ス ル 如 キ濃 度 ノ乳 鮒 ヲ製 セ リ。燐 脂 質 ノ、チール ・ネーノγ

ゼ ソ氏 染 色 二 赤染 ス レ ドモ 、往 々顯 著 ナ ラ ザ リ シコ ト
●

アリ。

結核海猿 ノ感染 ノ・第三、四章既述 ノモノト同法二基
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〃。往 々同一 結 核海 瞑 二前 記菌 睡抽 出物 ヲ同時 二接 種

シ、個 艘 差 ノ影響 ヲ避 ケ ソ トセ シモ ノ ア リシが、 然 ラ

ザル 場 合 ト比 較 シテ大 差 ナ キ 結 果 ヲ得 タ レ・{逐一 詳

述 ス ル ノ煩 ヲ避 ケ タ1,。

第一節 人型結核菌燐脂質注入實験

第 一項 健常 海猿 二於 ケル所 見

第5日 ま射部位 タル皮下結締織 ニノ・燐脂質滴或ハ

小塊 ノ周園二彩 シク多数 ノ中性多核白血球アリテ、小

圓形細胞少数之二混在 シ、是等・・全禮 トシテ境界鏡利

ナル白血球團 ヲ形成セリ。之二接スル周邊皮下組織ニ

ハ類圓形乃至類楕圓形 ノ 「クロマチソJ二 乏 シク疎明

ニジテ比較的大形 ノ核ヲ有 シ胞禮亦大ナル淡明ノ輩 .

核細胞相接 シテ敷列 シ、ソノ問多数 ノ多核白血球、淋

巴球(少 数)及 核屑片散在ヌ。紡錘形細胞乃至移行型細

胞モ比較的多ク是等軍核細胞 ト屡 く繊細ナル網状構

造ヲ呈ス。殊二紡錘形細胞 ノ・外層部 二最モ著明ニ シ

テ此 ノ部二前記細胞群 ヲ園綾セル繊細或ヒノ・粗豪ナ

ル膠様繊維 ト相接スノレモノ多 シ。斯 ヵル肉芽暦内ノ血

管毛細管バー一般二披盈 シ、往 々内皮細胞 ノ胞禮肥厚 シ

核亦肥大淡明 トナレルモノヲ見ル。一部 二・・大出血竈

アル外、各所二不規則ナル範園 ヲ劃 シテ赤血球盗出

セリ、燐脂質・・白血球團内各所二小滴状或 ・・小塊状 ヲ

ナシテ散在 シ1彌蔓性ニアリ。

第10日 白血球團 ノ中心部二存スル多核白血球・・殆

ソド大多数 が核崩壌、萎縮、濃染等各種 ノ退行攣性二

昭 レリ。之 ヲ園純スル肉芽竈ノ・上皮様細胞ノ浸潤著 ジ

ク、且多数ノ赤血球群籏ス。此 ノ外数個ノ巨態細胞 ノ

出現アリ。概 シテ「ラ」氏型二團スレ・ドモ異物型モ往 々

認メラル。肉芽竈ノ・一般二増厚 シ、爾上皮様細胞間ニ

ハ多数 ノ白血球乃至核屑片散在ス。此 ノ外層ニハ紡

錘形細胞層状 ヲナシテ輪走 シ、且鏡利二境ス。 ソノー

部ハ内部肉芽竈ニモ侵入ス。上皮様細胞 ノ・此 ノ部ニ

モ遊出疎在セリ。血管・・肉芽竈、紡錘形細胞層雨者ニ

カケテ多数アリ。燐脂質ノ・細粉末胱 トナリテ、多核白

血球間二振散性二存 シ、叉一部ハ軍核細胞 二貧喰セラ

レテ肉芽竈中二検出 シ得ラル。

第15日 本期二至 レ・バ白血球團・・著 シク縮少 シ、或
リ

ハ全ク消失セシモノアリ。之二代 リテ肉芽竈 ノ進入

稽 く著明ナ レドモ ソノ間白血球爾多鍛散在 シ、寧 ロ混

合暦 ト稻ス可 ン。 ソノ外部肉芽暦 ・・上皮様細胞 ヲ圭

成分 トシ紡錘形乃至星・芒状細胞之二加ハル。巨態細胞

ハ雨層ニカケテ多鍛 アリ。牲々上皮様細胞敬個集 リ恰
θ

モ巨態細胞二彷佛タルモノアリ。此 ノ外部二・・繊細繊

維 ノー一暦輸走ス。

第20日 多核白血球集篠スルコトナク肉芽竈二散在

ス。紡錘形細胞 ノ遊出旺盛ナルコト注目サル。殊二注

目ス可キ・・巨態細胞極メテ多キ コト・ヌ。肉芽竈内繊

維化 ハ稽 く進 メドモ著 シカラズ。燐脂質・・微細穎粒状

ヲ呈 シ、被染色力弱〃食喰セラル。

第二項 結核海狸 二於 ケル所見

第5日 第一項所見1・大差ナク、白血球竈周園・・組織

球性乃至紡錘形細胞 ノ薄層二園ル。充血、出血著明。

第10日 白血球團ヲ饒 リ上皮様細胞 ノ遊出著 シク、

一部 ハ恰モ本細胞性結核様肉芽 ノ観 アリ。巨態細胞少

鍛散在ス。外部紡錘形細胞多数ニシテ幼若繊維 ト混合

重握ス。血管雨層二多シ。周邊皮下組織 二小圓形細胞

疎在ス。

第15日 白血球竈内同質無構造竈大、小地圖状二散

在 シ屡 く穎粒状「クロマチソ」物質 ヲ容ル。

第20日 肉芽竈振大 シ崩壌白血球小集籏或ハ寧 ロ散

在ス。大、小繊維束粗大綱状二錯綜 セリ。

第25日 紡錘形細胞層培厚シ、且 ソノ外部繊維化著

シ。前細胞 ・・肉芽層内ニモ多登 シ、反之白血球成分減

少ス。淋巴球、形質細胞少数アリ。血管一般二少 シ。

第30日 上皮様細胞間粗、繊雨繊維大、小束状 ヲナ

シテ走行 シ、不規則且小ナル匠劃 ヲ作 リ巨態細胞稀二

認 ラル。外周繊維暦塘厚セ リ。肉芽竈内白血球成分二

乏 シク少数ノ淋巴球疎在スルノミ。

第三項 健常家兎 二於 ケル所 見

Anderson一 派 二依 レバ燐脂 質 ガ最 モ克 ク結核

形 成能 ア リト云 ハ レ、即 チ之 テ以 テー種 ノ結核

菌毒素 ト見倣 セ リ。,果 シテ本物質 ラ以 テ特異毒

素 ト見倣 シ得 ルニ於 テノ・、 ソ ノ使用 量 二從 ヒ、

幾 何 ノ反慮 ノ差生 ズ可 キヤ當然 ナル テ以 テ余ハ

此 ノ間 ノ消息 ラ窺 フ可 ク、本實験 ラ行 ヘ リ。

ソノ所 見次 ノ如 シ。.

(イ)0.1選 注入所見

第5日 濃染白血球集團内外 二少数ノ組織球性細胞

混在シ周邊充血著明ナリ.
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第10日 白血球竈周縁崩壊セルモノ多ク外部・・長、

短紡錘形細胞 ノ吻合セル薄層二園 マレ・、一部 二上皮様

細胞、崩壌 白血球ノ集籏セル混清竈 ヲ認 ム。燐脂質ノ・

白血球間二瓢在或 ハ之二貧喰サル。

第15日 肉芽竈内上皮様細胞遊出著シク幼若繊維散

見サル。外部紡錘形細胞 ノ稽 く厚キー層アリ。

第20日 上皮標細胞竈嬢大 シ白血球成分二乏 ジク膠

基繊維二不規則二囁劃サノレ。唯中心部 二少数 ノ崩壌白

血球 アリ。前竈ニハ毛細管散在 ジ、紡錘形 ヲナヌ内皮

細胞(毛 細管芽萌)往 々アリ。稀二巨態細胞 ヲ見ルモ小

形ナ リ。燐脂質・・本竈上皮檬細胞内 二淡染検出 シ得

ノレモノアリ。

(ロ)2.O殖e注 入所見

第5日0.1彪 所見 ト大差ナキモ白血球 ノ崩壊セルモ

ノ多ク周邊ニノ・上皮様細胞相混 ズ。往 々輕度 ノ血管周

擁性小圓形細胞寝潤ア リ。紡錘形細胞 モ少 カラズ。

第10日 白血球團内 「クロマチソ」二乏 シキ部散在

ス。周邊混清層稽 く披大 ジ往 々一部 二小圓形細胞 ノ圓

キ結節様集團ア リ。外部紡錘形細胞多ジ。

第15E白 血球竈内屡死著シ。混清層一部 二上皮様

細胞ヲ圭髄 トナス小集籏竈アリ。

第25日 混清竈内小圓形細胞比較的多鍛浸潤 シ白血

球竈内壌死廣汎二亙ル。前竈/外 邊ハ上皮様細胞 ヲ圭

トシ多数 ノ紡錘形細胞及大、小 ノ繊維束錯綜ス。 ソノ

外周ハ稽 く厚キ粗豪繊維 二園マル。燐脂質 ハ検出ジ

難 シ。

(・・)10彪 注入所見

第5日 大小塊状燐脂質 ヲ周擁 シテ中性多核白血球

ノ類圓形集籏竈 アリ。周邊二輕度 ノ長短紡錘形細胞遊

出アリ。充血出血著明。

第10E白 血球竈周邊前述混清肉芽竈アリテ所 々二

第 1

上皮様細胞 ノミヲ圭髄 トナス淡明竈散見サル。結締織

繊維各所二噺裂、島喚状二散在ス。

第20日 混清竈廣汎二亙 リ外層部 ノ・一般 二淡明ナ

リ。幼若繊維錯綜 シ比較的多数 ノ巨態細胞ヲ見ル。前

者ノ・外周部二薄暦 ヲナシ爾多数 ノ上皮様細胞包藏セ

ラル。

第30日 廣汎ナル上皮標細胞竈二白血球小集團ヲ散

見 ス。是等 ノ問及外側 二粗、繊雨繊維錯綜シ紡錘形細

胞 ヲ混 ズ。

第40日 淡明肉芽竈内部二全 ク同質性ニシテ汚機核

屑片 ヲ黙在セル壊死竈 アリ。外部 ハ殊二繊維性輪層蛋

達ス。

第 四項 人型菌燐脂質塵 置家兎 一同上

燐脂質皮 下接種 實験

結 核菌燐脂質 ノ・「アレルギー」ラ與 フル コ トナ ク

免 疫力 テ賦與 シ得 トノ論 ア リ。此 ノ間 ノ清息 テ

究 ムル ノー助 トシテ本實験 ラ行 フ。燐脂 質 ハ毎

常家兎 ノ耳静脈 内二注 入 セ リ。注 射間隔ハ約5

日侮 トシ、10mg宛7同 計70mg2頭 ノ家兎 二

接 種 ス。接種 後2週 、4週 、61日 ノ3同 二亙 リ

「ツ」反慮 テ検 セ シガ毎常陰 性二終 レリ。燐脂質

皮 下注射 ハ最後 ノ前虎 置注射後5日 即前庭 置開

始 ヨリ40日 目 一 之 テ行 フ。封 照ハ第三項 二記

載 セリ。

(イ)肉 眼的所見

之 ヲ総括セバ次表 ノ如 シ。僅 カニ10日 間目所見二於

テ封照ノ方稽 く大ナル硬結多キが如 クモ、一般 二・・前

虜置群 ト大差ナキモノト認メテ可ナル可ク、本表ヨリ

セバ余ノ観察期稽 く遅 キ憾 アレドモ、概 シテ燐脂質

ノ「アレルギー」性反磨ナキニ似タリ。

表

摘 要

局所所見 ＼
＼

5日 目 10日 目

2.Omg 0.1mg 2.Omg

前虜置群 封 照 前庭置群 i封 照 前虜置群 i封 照 前虜置群 封 照

米 粒 下 12.5% 17.0 8.3 0 31.8% 50.0 7.1 20.0

米 粒 大 62.5% 67.0 8.3 11.0 45.3% 38.1 17.8 5.0

小 豆 大 25% 17.0 25.0 44.4 18.1% 18.1 14.3 35.0

碗 豆 大 0 0 33.3 22.2 8.1% 4.0 35.7 15.0

大 豆 大 0 0 25.0 22.2 0 0 25.0 25.0
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(口)0.1粍 注入所見

第5日 正常家兎ノ場合 ト大差ナシ。白血球團周園皮

下組織積 く充血ス。

第10日 崩壌白血球多シ。周邊ニノ・上皮様細胞稽 く

多数出現シー時ノ・小集籏竈 ヲナス。或 ハ白血球竈内二

浸入メ。

第15日 上皮様細胞竈大イニ披大 シ且繊、粗、雨膠

様繊維縦横二走行ス。強搬大 ニテ見ルニ、上皮様細胞

ノ・各匠劃内二於テ互二相吻合シテ網状 ヲ呈シ、疎二小

圓形細胞 アリ。

第20日 多核白血球 ハ上皮様細胞間 二疎在スノレノ

ミ。小圓形細胞モ少 シ。繊維化著シク、血管、毛細管

散在スルモ、前期二比 シ稽 く=減少ス。上皮様細胞竈・・

「ズダソ」皿染色ニー帯二微弱淡褐色ヲ呈ス。

(ノ・)2竈 注入所見

第5日 健常家兎 ノ場合 ト大差ナ〃、中性多核白血球

團内小圓形細胞 ヲ混 ジ、ソノ中心部・・一般二崩壌ス。

周邊ニノ・長、短紡錘形細胞輕度二遊出セ リ。此 ノ部一

般二充血著明ナ リ。

第10日 白血球團内各所 二淡染無構造 ナル 部 ヲ認

ム。周邊紡錘形細胞暦間血管 ノ周擁 二小圓形細胞 ヲ認

ム〃コ トアリ。往 々一部二上皮様細胞及 ビ小圓形細胞

ノ小集籏竈 ヲ認 ム。

第15日 白血球竈ノ周邊繊維暦二・・上皮様細胞 ノ遊

出甚 ジク、微ケ所二於テ小集團 ヲ形成 シ、ソノ間繊細

ナル膠様繊維走行ス。強振大 ヲ以テ見ルニ、本細胞・・

崩壌白血球 ヲ貧喰セルモノ少 カラズ.小 圓形細胞疎在

.スo

第20日 肉芽竈・・一般二廣汎二亙 リ、白血球・・散在

或 ・・小集篠ス。 上皮檬細胞 ハ紡錘形細胞 ト相連繋 ジ

ソノ間粗豪 ナル膠様繊維散在 セ リ。血管各所二散在

ス。燐脂質ノ・肉芽竈二見 ラル。

第30日 肉芽竈淡明ニシテ白血球ハ著シク減少ス。

時二淋巴球 ノ混在比較的大ナルモノアリ。外周部二紡

錘形細胞殊二多ク叉 ソノ核濃染 シ胞饅 ト共二延長セ

〃モノ各所ニアリテ 「アザソ」染色或ノ・VanGieson

氏 法二俵 リ之ガ粗豪 ナル 膠様繊維 ト屡 く連績セル如

ク、後者二依 リテノ・僅 カニ赤染セリ。数個 ノ巨態細胞

ヲ見〃モノア リ。外周繊維層培厚ス。

第五項 健 常 「マ ウス」二於 ケル所 見

第5日 健康海瞑 ノ場合 ト大差ナシ。

第10日 白血球集團 ヲ呈セザルモノアリ。混清竈之

二代 リー部小圓形細胞集團状 ヲナスモノア リ。

第15日 白血球高度 二退行髪性ス。混清竈外層ニノ・

特二紡錘形細胞多ク幼若繊維 ト混 ジテ薄層 ヲナス。一・

般二淋巴球、血管多 シ。

第20日 肉芽竈淡明ノ度 ヲ加へ振大ス。外層部・・全

ク繊維化ノ状態ニアリ。

第六項 所 見概括及 考按

人型結核 菌燐脂 質 ラ正常海狽皮 下 二注射 セ シ場

合 、先駈 シテ之 二蝟集 スル モ ノノ・中性多核 白血

球 ニ シテ、第5日 一 シテ既 二多撒稠 密 二集籏 シ

之 ラ貧喰 、破壌或 ハ吸牧 セ シメ ン トス レ ドモ、

鰭 テ崩壌 二陥ル モ ノ少 カラズ、第10日 ラ極期 ト

シテ以後 ハ漸次掃減 セラ レ、第15乃 至20日 二

至 レバ全 ク集 團 ラ作 ラズ、散 在性 二且僅少 トナ

ル。 ソ ノ間屡 、同質無構造竈 テ認 ム レドモ之 ノ・

融 解壌 死 二陥 リタル化膿竈 二他 ナ ラズ。斯 クシ

テ退行攣 性 セル多核 白血球 二代 リテ出現 シ來 ル

モ ノハ類 上皮 細胞、組織球性細胞等 ニ シテ屡 ≧

紡錘形 細胞 テ混在 シ、一 ノ肉芽竈 テ形成 シ、 ソ

ノ間血管 ノ新生亦旺 盛 ナ リ。就 中 ソ ノ圭成分 ラ

ナスハ上皮檬 細胞 ニ シテ注射後初 期 二於 テハ爾

崩壌 白血球 乃至核 屑片 、或 ハ小圓形細胞等 ノ散

在 テ見 レ ドモ、後期 即第30日 以後 二於 テノ・後者

ハ著 シク減退 シテ弦 二上皮檬細胞性結核様 肉芽

組織 テ構戒 スルモ ノ トス。燐脂質 ハ此 ノ際 多核

白血球 二代 リテ組織球性細胞、亘態 細胞等 二依

リテ貧喰、清掃 セラル ・モ ノ ・如 シ。

亘態細胞 ハ 第 十 日ヨ リ出現 シ初 メ第20日 二於

テ極 メテ多数 トナル。 出現部位 ハ所 謂結核檬 肉

芽組織 内ニ シテ、諸所 二散 在 セ リ。厘 ζ胞艦 内

二核屑 片 ラ有 シ
、又 時 二大、小穎粒 状抗 酸 性物

質 テ見ル。恐 ラク斯 ハ燐脂質 テ含 有 セ シニ依ル

モ ノナ ラ ン。核 ノ・略 ≧上皮檬 細胞 ト同大 ニ シテ

淡 明ナ リ.時 二「クロマ チン」二富 ムモ ノモ見 ラ

ル。核 ノ配列 ハ壁立 性「ラ」氏型 二属 スルモ ノ比

較 的多 ク、数 十個 テ算 スルモ ノア リ。然 レ ドモ亦

中心性乃至胞禮 全般 二振 散 セノしモ1モ 展 胤認 メ

ラル。 ソ ノ他蝋 脂質 ノ場合 ノモ ノ ト同様 ナ リ。

上皮様 細胞 二於 テモ厘 篭大 、小 ノ室泡 テ有 セル
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胞膿 テ示 シ或ノ・時二全 ク胞膿判然セザルモノア

リ。時ニハ克 ク「エオジン」二赤染 セル胞禮 ヲ見

ル。之 ガ特 二何 レテ多 シトナスノ・困難ニシテ、

雑然 ト相混 ジタル所見ヲ認 ムルテ常 トス。所謂

結核様肉芽組織ノ・周邊 ヨリ漸次結締織化二赴 ク

モ ノーシテ、既二第5日 二於 テ長短紡錘歌細胞

二依 リテ構成 セラレタル周邊 ノー層 ハ次第二分

化登育 シテ幼若繊維層二攣 ズル ト共 二内部 ニモ

侵 入ス。第30日 二至 レバ内部肉芽竈ハ大 イニ

繊維化 シ、之 ガ爲上皮檬細胞ノ・往々大、小 ノ塵

劃二分タ レ、結節状 ラナス部 テ散 見スレドモ、

ソノ形状極 メテ不規則ナル アリ、或ハ略 ≧圓形

ニシテ結核結節 二彷彿 タルモノアリ、一一般 ニハ

大小種々 トス。何 レノ結節ニモ壌死竈 ラ見ズ。

第40日 一ノ・更二繊維化強 ク細胞成分寧 ロ疎在

セルモノ多 シ。

結核海瞑二於 テノ・反慮一般二逞延 シ40日 前後

二於 テ始 メテ上皮様細胞性肉芽組織完成 シテ白

血球成分 ノ掃蓬テ終 リタレドモ繊維化著明ナ ラ

ズ。亘態細胞 ノ・第10日 所見 一認ム レドモ健常

海猿二比 シ遙 カニ少鍬ナリ。爾後亦此 ノ差著明

トス^

正常家 兎二燐脂質2mg接 種 ノ場合ハ正常海狸

ノ時 ト時期的ニモ略 ㌃相類 スレドモ唯亘態細胞

ノ・僅 ヵ二30日 所見二少撒認 メタルノミ。10mg

接種局所 ハ第5日 二既二上皮様細胞租 ≧多撒遊

出セシガ多核白血球 ノ集籏亦強 久 從 ツテ第40

日ニハ筒肉芽竈内多撒 ノ白血球成分 ノ混在テ見

タリ。亘態細胞ハ20日 所見 ニテ化較的多撒 ア

リテ以後 モ多少二不拘之 テ認 メシガ量的攣化二

特 ニー定 ノ關係ナ シ。燐脂質ハ30日 二尚上皮

檬細胞膿 内二認メ ドモ著染度極 メテ弱 シ。

正常「マウス」二燐脂質二注入局所 ノ反慮ハ海猿

ノ場合二比 シ梢 ≧早期 二白血球冶失 セシガ肉芽

竈 ノ出現、繊維化一ハ大差ナ シ。

人型結核菌燐脂質テ以テ頻回前塵置テ行 ヒタル

家兎二同物質ヲ皮下接種 セシ場合ヲ槍 スルニ、

0.1薩 接種群 二於テノ・封照タル正常家兎 ノ場合

二比 シ、一般 二反慮梢 ≧迅速二経過 セリ。即チ

白血球 ノ崩壌、吸牧、或 ハ組 幟球性細胞 ノ蓮 出、

集 籏等 前者 二梢 ㌃早期 且強度 二起 ルガ如 キ傾向

ラ認 メ タレ ドモ、 ソ ノ差 ハ著 シク顯 著 ナルモ ノ

・;一一非 ズ
。反之、2彪 接 種群 二於 テハ寧 ロ正常家

兎 ノ方 ガ反慮 ノ経 過速 カー シテ、 ソ ノ差 ハ0.1

雇 ノ場合 ノ差 違 ヨリ著明 ナ リ。倫此 ノ際前虚 置

獣 二於 ケル組織 攣化ノ、然 ラザルモ ノ ト本質的 二

全 ク同一 ナ レバ累設 テ避 ク。以 上 ノ観察 ヨ リセ

バ燐脂 質 テ以 テ前塵 置 スル ト否 トニ不 拘、 ソ ノ

後 二於 ケル局所病攣 ニハ認 ム可 キ影響 ナキモ ノ

ト解 シテ可 ナルガ如 ク、前記 雨者聞 ノ相違 ガ注

射 量異 ル時全 ク相反 スル結果 二至 リシガ如 キ事

實 ノ・、嚢 二肉眼的観察 二於 テ得 タル所 見 ト相倹

ツテ、本菌燐脂 質 二特 ニー定 ノ免疫學的就 中「ア

レルギー」的意義 テ求 ムル コ ト不 可能 ナラ シメ

タ リ。術此 ノ際、各個 ノ場合 二前庭置或 ノ・非鬼

置雨試獣間 二認 メ タ ル 相違 ガ決 シテ顯 著 ナラ

ズ、殊 二初期攣化 二於 テ然 ル事實 ハ、叙 上 ノ解

繹 二更 二有力 ナルー謹 査 ヲ能 フル モ ノト思惟 セ

ラル。斯 ノ如 キノ・又 本燐脂質 二依 ル組織攣化 ガ

決 シテ特 異的結核性反慮 二非ル所 以ラ解 シテ、

初 メテ繹 然 タル テ得 ル モ ノニ シテ、上述 ノ輕度

ノ反慮 ノ差違 ノ・(0.1或 ハ2.0延 注 射各群 間相

互 ノ差違)、既 二肉眼的所 見 二於 テ認 メタル如 ク

假 令伺 一量 ヲ注射 スルモ ソノ間硬 結 ノ大 、小 テ

生 ズルモ ノナルテ以 テ、寧 ロ斯 ハ實験 的誤 差 ノ

範疇 二屍 ス可 キ程度!差 違 ナルベ 久 サ レバ之

ガ爲 二注 入量 テ異 ニ スル時相 矛盾 スル時相 矛盾

セル結果 二到達 セ シモ ノ ト解 セバ、極 メテ合理

的 二首肯 シ得 ラル ・モ ノニ シテ、換言 セバ、燐

脂 質俘游液 ノ異物 トシテノ物 理的相違 二基 クニ

過 ギザ ルモ ノト思惟 セ ラル。 素 ヨリ此 ノ際考慮

ス可 キ問題 ハ余 ノ用 ヒ シ燐脂 質 ガ人型 結核菌 ヨ

リ得 タル コ トニ シテ、 既 二述 べ シ生菌實験 ラ挨

ッ迄 モナ クー般 二家 兎 ガ人型 菌 二抵 抗力張 シ ト

セ ラルノ、周知 ノ事實 ナ レバ該燐 脂質 ガ假令憲素

トスルモ、之 ガ爲 一ソ ノ畿現力 ノ割 減 テ受 ケ シ

ニ非 ルヤ ノ疑義 自ラ生 ジ來 ル ラ以 テナ リ。然 レ

ドモ前記所 見 二於 テ家兎 ヨ リモ遙 カニ抵抗張 シ
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トセ ラル ・「マウ ス」二於 テス ラ海狸 ノ場合 ト何

ラ差異 ナ ク寧 ロソノ反 慮梢 ≧微 弱 ノ感 ス ラア リ

シコ ト、或 ハ家兎 二於 テモ、ソノ量ノ・海猿 ヨ リ遙

ヵ二多量ナル場合 ア リシニ不 拘、決 シテ酪攣 デ見

ズ、而 シテソノ懸 隔ハ生菌實験 ノ場 合 二比 ス可

クモ非 ル程大 ナルニ不 拘 ソノ反慮 之二相件 ノ・ザ

リシコ ト等 ソノ他種 々 ノ観鮎 ヨリ彼此相封照 ス

ル時本燐脂質テ以テ毒素 ト見倣 シ能ハデル幾多

ノ反謹ハ容易二之テ墓 グルヲ得可 ク、即チ余 ノ

見曜二毫モ背馳 スル鬼ナキラ保 シ得ルナリ、

倫結核海狸 二於テ得 タル所見 ノ・上述燐脂質 ノ

「アレルギー」作用ナキ更二新タナル論慷ラ提供

シ得タルモ ノト信ズ。

第二節 「チモ テー」菌燐脂質注入實験

嚢二余ハ本菌脱脂菌 ヲ以テ、他種結核菌 ノ夫 ト相封比

ヌル施アリ(第五報、十章)。 其 ノ際抽出物ヲ以テ更二

考究スルノ必要ヲ述ベシヲ以テ本節 ・・之 が補促ヲ施

ス可ク企テタリ。 ソノ所見次 ノ如 シ(實験摘要ノ・本章

冒頭二譲ル)。

第一項 健 常海瞑 二於 ケル所 見

第5日 大、小種 々ナル燐脂質滴 ヲ圃緯 ジテ多撒 ノ多

核白血球及ビ小圓形細胞集籏類圓形 ヲナス。此 ノ部皮

下繊維モ染色不良或・・全 ク検出セラレズ。周邊二・・紡

錘形乃至星芒状細胞稽 、厚キ層状 ヲナス。充血著明。

第100白 血球竈縁部ニハ組織球性細胞遊出ヌ。上

皮様細胞亦少 カラズ。崩壌白血球 ヲ貧喰スルモノ屡 く

ナリ。外暦部ニハー般二紡錘形細胞多シ。

第15日 多核白血球團縮小 シ、或・・境界明確ナラズ。

廣ク同質淡染竈 トナル。外部肉芽層ハ廣汎二亙 リ多数

ノ血管ヲ有ス。之ヨリ外部・・幼若繊維 ノ粗懸網状 ヲ呈

セル稽 く厚キ輪状層二移行ス。

第25日 肉芽層二・・上皮様細胞 ヲ圭1・ナシ、稀二小

圓形細胞 アルノミ。前者ノ・幼若膠様繊維 ノ浸潤 ノ爲不

規則集團状二嘔劃セラル部アリ。巨態細胞・・全ク無キ

カ或・・時二2、3個 認 メラル。

第30日 同質壊死襟竈(白 血球竈)二 崩壌核屑片島唄

状二散在ス。上皮様細胞暦厚サヲ減 ジ且繊維化著 シ。

寧ロ後者ノ問二散在セル所見存ス。

第二項 所 見概括及考按

「チモテー」菌 燐脂質 ラ健常海瞑皮下 二注射 スル

ー人型 結核菌 ノ夫 テ以 テセル場合 ト反磨 自膿 ニ

ノ、差違 ナ 久 時期 的 二多少 ノ差 アリ。第5日 二

生 ぜ シ白血球 團 ノ・崩壌進 ミテ第30日 前後 二淡

染 壌死竈 二攣 ジ或 ハ集團 テ作 ラズ。崩壌起 ル ト

相前 後 シテ周 邊 二遊出 セ シ組織 球性細胞、紡錘

形 細胞 ニハ漸次 上皮様 細胞 多撒 二加バ リ、第30

日前後 臼ハ崩壌 白血球 二乏 シキ前記 肉芽竈現 出

ス。 亘態細胞 ノ・25日 所見 二認 メ ラル ノ ミ。紡錘

形 細胞 ノ・漸次幼弱繊維 二分化 スルモ ノニ シテ、

20日 前後 ニ ノ・肉芽竈外周 二薄 キ幼弱繊維層輪

走 シ、25乃 至30日 一一ハ 肉芽竈 ニモ粗豪、繊細

雨膠様繊維錯綜 シテ大、小 ノ匠劃 ヲナ シ、35日

ニノ・早 キハ 細胞成分 ト殆 ン ド置換 セルモ ノ存

ス。 一般 ニハ尚数 日テ要 スルガ如 シ。「ig)smith-

burna.Sabinノ ・「チモ テー」菌燐 脂質80醒 家

兎腹腔 内接種後僅 力2日 一 シテ、大網乳斑 内上

皮様細胞竈 内 二乾酪 化 ノ 出現 テ認 メ、SOOII9ニ

テノ、(毎日80延)14日 後 、 ソノ廣 汎 ナル所 見 二

接 セ リ。余 ハ僅 カー2醒 ナ レドモ之 テ海狸皮下

二接種 シテ、之 テ見 ズ。此 ノ際余 ト彼 トハ用量

二懸隔 アル テ以 テ、乾酪化 ノ登現 ナキ理 由 ト見

倣 シ得 レドモ、 上皮檬 細胞 ノ浸潤 二於 テ然 ク相

違 ア リ トノ・惟 ハ レズ。 一方 「チモ テー」菌 ガ假令

ソノ病原性 ア リ トスル モ、 ソ ノ毒 力 二於 テ人型

結核 菌 ノ夫 二比 ス可 クモ非 ルノ・明 カナ リ(第 五

報 其二参照)。

然 ルニ彼等 ガ人型 菌燐脂質 テ用 ヒタル實験 二於

テ「チモテー」菌燐脂質 ト同量且 同…期 日二於 テ

而 モ爾前 者 ニノ・何 ラ乾酪化 ナキニ不拘後者 ハ之

テ見 タ リ ト云 フ。斯 ノ如 キノ・余 ノ首肯 シ難 キ塵

ニ シテ、(34Sabinハ 之 二封 シ「チモ テー」菌燐 脂

質 二於 テハ他 ノ練 テ ノ結核菌(人 、牛、鳥型)、

燐脂 質 ヨ リ最 モ乾酪化 ノ傾 向張 シ ト構 セ ドモー

方 二於 テ之 ガ刺戟 性 モ亦 張 ク、1回(80涯)注 射

後 既二大網 二撒個 ノ膿瘍ニラ認 メ、 又後期 反慮 ト
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シテ白血球、淋巴球、形質細胞、組織球 ノ特 二

旺盛ナル遊出アリト記 セルラ見 レバ、元來本燐

脂質二基 ク反慮 ソノモ ノガ果 シテ結核 二特 二之

ラ關聯 セシメテ考究ス可キ性質 ノモ ノナ リヤ否

ヤ、疑 ヒナキ能 ハズ、 ソ ノ乾酪化 ト記 セル ガ如

キモ軍 二膿瘍 二過 ギザルモ ノ ト解 スル ラ以 テ遙

カニ妥 當 ナ ラズヤ ト思惟 セラル。

第三節 本章ノ考按

燐 脂 質 乃 至 「1ノチ チ ソ」様 物 質 が結 核 菌 中 二存 ス ル詮

明 ノ・既 二Hammerschlag(1889)二 依 リ示 サ ソタ ル モ

ノニ シテ、 以 來Kresling(1901),Baudran(1906),

Auclaira.Paris(1908),Aronson(1910),Btirger

(1916),Goris(1920)等 ノ追 詮 ア リ。 田 村(1913)ハ 「ア

ノレコ ーノレ」抽 出物 ヨ リ之 ヲ遊 離 シテdiaminomonopho・

sphatidト 見 倣 シ、Agulhona.Frouinノ ・燐 脂 質 ヲ加

水 分 解 シテ多 量 ノGlucoseヲ 得 タ リb云 フ。Dienes

a.Schoenheit(1925)亦 之 ヲ認 メKoganei(1922)ノ ・結

核 菌 二Phrenosin,Kerasin,Sphingomyelin,Cephalin

ノ存 在 ヲ立詮 セ リ。斯 カル 燐 脂 質 ノ特 二詳 細 ナノレ分 析

ヲ行 ヒタル ノ・Anderson,Renfrew,Robertノ ー 派 ニ

シテ(1927-1931)、 氏 等 二依 レバ本 物 質 ノ・palmitic・・

oleic-,glycerophosphoric-,acidノ 外 ソ ノ水 溶 性 成 分

中 ニ ノ・夏 二inosite,mannose及 他 ノreducinghexose

sugaracidヲ 有 シ、 殊 二重 要 ナル モ ノ トシテ 爾 液 状 飽

禾口児旨月方酸(tul)erculosteari(ンa.phthioicacidノ 混 合)

ヲ有 ス ト云 ノ・ノレ。Sabin,Doana・Forkner(1930)ノ ・本

燐 脂 質 ヲ家 兎 腹 腔 二 注 入 シ圭 ト シテ大 網 二於 ケル 組

織 墜 化 ヲ楡 シタル ニ、 第1同 注 射 後21時 間 ニ シテ起

ル ノ・大 網 内乳 斑(Milkspot)二 於 ケ ル 中 性 多 核 白血 球

ノ浸 潤 及 ビ乳 斑 内細 胞 ノ増 殖(「 モ ノ チ ー テ ソ」、 幼 若

結 締 織 細 胞 等)ニ シテ、 後 者 八盛 二燐 脂 質 ヲ貧 喰 シ、

而 シテ第3同 注射 後 ニハ 白血 球 ノ・極 メ テ減 少 シテ僅

ヵ二「〃 ラ ス マ トチ ー テ ソ」内二撮 取 セ ラ レタル モ ノ ヲ

散 見 スル ニ過 ギ ズ、以 後 ハ何 同 注 射 ス ル モ ソ ノ塘 殖、

遊 出 ヲ見 ズb云 ノ・ル 。之 二反 シテ第3同 注 射 以 後 同 数

ヲ培 ス ニ從 ヒ 「モ ノ チ ー テ ソ」ノ・盆 々培 加 シテ、超 生 髄

染 色 ニ ヨ リ3期 ノ 攣 化階 程 ヲ経 タル 後 上 皮様 細 胞 二

攣 ジ、10乃 至14同 注 射 後 ニ ノ・(即最 初 注 射 ヨ リ10乃

至14日 目)、之 ガ全 〃結 核 様 肉芽 乃 至 結 節 ヲ構 成 ス ル

ヲ見 タ リ。加 之2週 後 ニ ノ・該 上皮 様 細 胞 ノ分 裂 ニ ヨル

定 型 的 「ラ」氏 型 結 核 特 異 巨 態 細 胞 ノ出 現 ア リ、淋 巴球 ・

「プ ラ ズマ 」細 胞 亦 局 所 二浸 潤 ジ・時 二淋 巴球 ハ恰 モ 眞

正 結 核 ノ如 ク該 結 節 ノ 周 邊 ヲ園 続 ス。 伺 又 此 ノ期 二

屡 く乾酪化 ヲ認メタリ。上皮様細胞 ノ態度・・種々ニシ

テ、各所二小集團 ヲナスモノ、或 ハ全ク散在性ニァル

モノ或ノ・肉芽 ト少藪 ノ集團 ト混在スルモノ等アリ。ソ

ノ清失ノ・ニツノ過程 二分タ レ、崩壌後白血球浸潤ニヨ

リテ乾酪化二隔 リ或 ・・之無〃シテ「クラスマ トチーテ

ソ」二依 リ貧喰吸牧セラノレト云フ。進 ソデ彼等ノ・上記

Andersonノ 分析 二從ヒ、組織的二之力"分析 ヲ行 ヒタ

ルニ、palmiticacid・ ・刺戟性ナレドモ非特異性反慮

ヲ起スニ止マリ、Glycerophosphoricacidノ ・輕度二

白血球及 ビソノ貧喰 「クラスマ トチーテソ」ノ渡潤 ヲ

起スニ過ギズ、Oleicacidノ ・0.1αc・注射後24時 間ニ

シテ同様細胞ヨリ成ル膿瘍 ヲ形成 シ、大量注射後長期

ヲ経 レバ異物巨態細胞 ヲ含 ム非特異性反慮ヲ起スヲ

見タ リ。反之液状飽和脂肪酸(氏 等ノ所謂Fattyacid

I)ノ・燐脂質b同 様多数ノ上皮様細胞 ヲ形成 シ、定型的

結核様組織 ヲ生ゼリ。但 シ此 ノ際本脂肪酸ハ極メテ強

刺戟性 ヲ有スル ヲ以テ、之ヲ稀繹セズシテ用ユル時ハ

「モノチーテソ」ノ破壊激 シク、各種結締織細胞 ヲ極度

二塙殖セシムル外、多数ノ膿瘍、乾酪竈 ヲ形成 シテ、

之ガ爲結核様組織 ヲ甚 シク複雑化 シ、或ノ・之ガ認識 ヲ

不可能ナランムルコb.ス ラアリ。之 ヲ鑛油(Nujol)ニ

テ稀繹ヌル時初メテ克〃ソノ特殊攣化 ヲ明確 ナラジ

ムノレト云・・ル。同標 ノ關係ノ・更二彼等が本脂肪酸中唯

一ノ造結核病攣輩位 ト認メタルphthioicacid二 於 テ

モ認 メラレ、之・・稀繹セザル時・・壊死 ヲ起セリ。

翻 ッテ余 ノ成績 テ彼等 ノ夫 ト比 スルニ當 リ、余

ハ先 ヅ本燐脂質 ノ注射量 ラ比較 セ ンニ、彼 等 ノ

用 ヒタル1回 量 ハ80甦 ニ シテ、同一家 兎二之 テ

撒 次 二亙 リテ注 入 シ、而 モ3同 、240延 注 入後

未 グ上皮様細胞 ノ形成 ナ ク、0・8-1・2瓦(10乃

至14同)ニ シテ漸 ク氏等 ノ所 謂結核檬 肉芽乃至

結節 ノ形成 ラ認 メタ リ。余 ノ揚合 二於 テノ・僅 カニ

2涯 一 シテ而 モ之 チ認 ム。彼等 ノ・皮下接種 ノ場

合ハ反慮 ガ局所 二濃縮 セラ レ、腹腔 内接 種 ニテ
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ノ・注 入物質 ノ旗散 ノ爲、 ソノ作用 モ亦稀繹 セ ラ

ル ト構 ス レドモ、弦 二注 意 ス可 キハ彼等 自身 ノ

読 ク塵 二依 レバ燐脂質80延 ガ 大約結核菌膿 ノ

1・6瓦 二當ル コ ト・ス。 若 シモ果 シテ燐脂質 ガ

實際 ソノ造結核病攣性 二於 テ優 じタルモ ノナ ラ

バ、例令腹腔 内接種 二依 リテ稀繹 セラ レタリ ト

ノ・云へ、例 ヘ バ大約5瓦 ノ菌膣 二匹敵 ス可 キ大

量 テ以 テ シテ而 モ尚上皮様 細胞 ノ登 現 ナ ク、20

瓦 内外 ノ夫 ヲ以 テ初 メテ結 核様組織 ノ登現 テ認

メタルガ如 キ、或 ハ又如何 二反 慮 ノ濃縮 ア リ ト

ハ云 へ皮 下接種 ニテハ¥ノ100分1テ 超ユ ル少

量 ニテ爾之 ラ得 タルガ如 キハ誠 二了解 二苫 シム

庭ナ リ。又 一方 二於 テ上述 ノ如 ク人型 菌 ノ燐脂

質含有量 ガ6.54%テ,f'iム ル ニ當 リ、若 シ果 シテ

之 ガ結核 菌中最 モ活動性成 分 ナ ラバ、 ソ ノ結核

形成能 ノ・逆 二intaktノ 菌 禮 ノ600倍 モ 活動性

ナラザル可 カ ラザル理 ナ リ。然 ルニ彼 等ハ襲 一

(Sabina.Smithburn)IOOIE9ノ 加 熱死菌 テ腹

腔内二注 入 シテ大網 二著 シキ結核檬憂 化 テ認 メ

タルニ不拘、今 ヤ6醒 ノ燐脂質 ハ何 ラノ活動性

テモ有 セズ。余 ノ場合 二於 テモ余 ハ加熱死菌 ト
へ

齊 シキ量 ノ燐脂質 テ用 ヒタルモ ノニ シテ、而 モ

ソノ場合登生 セ シ攣 化 ノ・殆 ン ド何 ラ選 ブ虎 ナ

シ。Sabinノ ・之 二封 シ結核形成能 ハ軍 二燐i脂質

ノミニ止 ラズ脂 肪、蝋 脂質等全 テ ノ「リボ イド」

就 中 ソノphthioicacidノ 総 和 二依 リテ生 ズ可

キモ ノ ト云 フ.然 ル ニ人型 菌 「リボ イ ド」ノ含 有

量ハ大約24%ニ シテ、ソ ノ中燐脂質 内飽 和脂肪

酸 ハ21%、 脂 肪 ノ夫 ハ38%ナ ル テ見 レバ 「リ

ボ イ ド」中實際 ノ作 用因子 ノ・更 二遙 カニ低傘 ナ

ル可 キ理 ニ シテ、 上述 ノ矛盾 ハ依然解浦 スル ニ

至 ラズ。

Bickford(1932)ノ ・燐 脂質 ノ・加熱死菌 生菌 二齊 シ

ク、之 テ蜘蛛膜下腔 二注 入 スルニ早期反慮 トシ

テ幼若結締織細胞(未 熟「モ ノチー テン」)二属 ス

可 キ超生艦染 色二特殊 ナル上皮様細胞 二依 リ直

チニ貧喰 セラル ・ト云 フ.余 ノ場合 ノ・皮下 二接

種 セ シモ ノナル テ以 テ同 日二論 ジ得 ラレザ レ ド

モ、最 モ早期 一ハ多核 白血球、次 デ軍核組織球

性細胞、上皮様細胞等 二撮 ラル。此 ノ際個定標

本 ナル テ以 テ明確 二指示 シ能 ハズ トノ・云 へ、貧

喰 上皮檬細胞艦 ハ凡テガ氏 ノ云 フ如 キ泡沫状乃

至大室胞状 ナ ラズ。

結核菌燐脂質 ノ免疫元性二關 シテ・・Pinnerノ ・補腔結

合反晦及ビ沈降反磨 二依 リテ之 ヲ背定シ、Doan,及

Doan己.Sabin.Thieleu.Embleton亦 之 二賛 ス。本

邦 二於 テモ山崎、中島、戸田、川村氏等之 ヲ認 メ、就

中、戸田、箭頭、川村氏等ノ・感染防禦力ノ立場ヨリ之

ヲ謹 スル ト共 ニソノ際本物質 ニノ・「ッ」「アレルギー」

賦與力無キヲ認メタリ。山崎、中島氏等亦之 ヲ認 ムレ

ドモ、唯後二者ノ・「ツ」作用 ヲ有ヌ ト云フ。

Boissevaina.Ryderノ ・Pinner,Sabin,a.Doan等 ノ

用 ヒタルAndersonノ 燐脂質 ガ彼等 ノ検索二依 レ・・

「ツ」「アレルギー」賦與力 ヲ有スル ヲ認メ
、之ガ因ヲ該

物質内菌糊昆入二基クモノトシ、透析、濾過 ヲ反復 シ

テ初メテ該作用 ヲ陰性ナラシメタレドモ、同時二結核

様組織形成力モ消失セ リ。

結核感染動物 二死菌、或 ハ菌罷蛋 白テ注射 セバ

局所 二「アレルギー」性反慮起 ル ト云 ノ・ル。燐脂

質 ノ場合 二於 テノ・如何。余 ノ實験 二於 テハ ソ ノ

注 入局所 ノ反癒 ハ正常動物 二比 シ却 テ遅延 シ、

反癒 ソ ノモ ノ・性質 二於 テハ所謂 「ア レル ギー」

性反慮 テ呈 セザ リキ。斯 ハ燐脂質免疫家兎 二於

テ認 メタル諸種 ノ所 見 ト克 ク相一致 ス可 ク、即

結核菌燐脂質 ハ「ア レル ギー」賦與力 モナ ク、又

「ツ」作 用 テモ有 セザルモ ノナル可 シ
。

Longa.Vorwald(1930)ノ ・Andersonノ 結核

菌 脂肪酸 ガ「ッベル ク リン」蛋 白 ノ睾丸 二封 スル

反慮 テ増強 セシメ、繊維素、浸出物 ノ浸潤 テ高

ム レ ドモ、壌死、細胞遊出 ノ檜 張等ノ・認 メズ、

コノ浸 出物 ノS曾加 テ血管 内皮 細胞 二封 スル毒性

テ高 メタルモ ノト解 セ リnAronson(1930)ノ ・組

織 培養 二依 リ、結核、正 常、雨 海狽 ノ骨髄及脾

臓 二封 シ、結核菌蛋 白、燐脂質、含 水炭素等 ハ

何 レモ、細胞 ノ遊 出、壇殖 二何 ラ ノ影響 ナキテ

認 メタ リ。斯 ノ・余 ノ見解 二克 ク相符合 スル モ ノ

ト,思・1症セラル。
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第六章 流動 「パ ラフィン」注 入實験

PeF.Morsea.E.Stott・ ・治療 ノ目的ヲ以テ人髄皮

下二「パラフィソ」ヲ注入 シタル威、偶 々該局所二、多

鍛 ノ上皮様細胞及ビ巨態細胞出現 シテ且血管 ヲ有セ

ズ、全〃上皮様細胞性結核二髪髭タル組織像 ヲ呈スル

ヲ認メタ リ。

余ノ・以上各章 二亙ル實験二於テ、所謂結核檬肉芽組織

ノ毎 常 螢 現 ス ル ヲ認 メタ レ ドモ、之 ガ果 ジテ結 核菌 饅

成 分 ノ ミニ特 異 的 ナル ヤ否 ヤ甚 グ疑 ヒナ キ能 ハ ズ、部

チ 本 章 二於 テ流 動 「パ ラ フィソ」 ヲ用 ヒテ 之 が 検 索 ヲ

行 フ コ ト・セ リ。

供 試 海瞑 ・・3頭 、 各 頭 皮 下10ケ 所 二 滅 菌 流 動 「パ ラ

フィソ」(「メル ク」製)0.5aα 宛 注 射 ス 。

第一節 實験所見

第5日 皮下結締織繊維間ニハ組織球性細胞、或・・上

皮様細胞多数二遊出シ、此 ノ近労一帯 ノ血管ノ・振張、

充盈セ リ。或ハ不規則ナル出血竈 ヲ認 ム。一部内皮細

胞 ノ肥厚 ヲ見ル。

第10日 注射部皮下組織 ハ粗霧ナル網状構造 ヲ呈

シ、ソノ網眼ニノ・稽 く稠密ナル上皮様細胞 ノ集籏 ヲ見

ル。此 ノ外小圓形細胞モ疎 二混清ス レドモ、多核白血

球ハ全ク認メズ。血管バー般 二振充セリ。

第15日 前期ノ攣化一暦著明 トナ リ、帥チ粗キ網様

ヲ呈セル皮下結締織繊維 る多数 ノ網眼二・・振張セル

小血管ヲ園綾 シテ上皮様細胞 ノ寝潤更二廣汎二亙ル。

第25日 上皮様細胞集籏間透明竈 ハ 「パラフィソ」滴

ノ抜ケタルモノト思・・ル。前期 ト大差ナシ。

第40日 上皮様細胞結節網眼振大ス。少数 ノ巨態細

胞アリ。核・・上皮様細胞 ノ夫 ト略 く同様、壁立性配列

ヲ示ス。

第50日 前期 ト大差ナキモ、紡錘形細胞混在ス。網眼

二屡 く血管 ヲ認 ム。ソノ内皮細胞肥厚セルモノアリ。

第二節 所見概括及考按

健常海猿 皮 下 二 流動 「パ ラフ ィン」テ 注 入 スル

ニ、 「パ ラフ{ン 」ハ小滴状 テナ シテ、皮 下結締

織繊維 間各所 二散 在 シ(第5日)、 第40日 二至 ル

モ浦失 セズ、第50日 一 シテ漸 ク浦失 セルモ ノア

リ、或 ハ爾所 々一之 テ認 ムルモ ノア リ。

注 入セ ラレタル 「パ ラフ.ン 」二向 ヒテ遊 出蝟集

シ來 ルモ ノハ組織 球性細胞或 ハ上皮様細胞 ニ シ

テ、第5日 一 シテ翫二輕度 ノ集族竈 テ形成 シ、第

10日 ニ シテ梢 、稠密 二、第25日 二至 レバ「パ ラ

フィン」塊 中 二旺 二浸蝕 シテ、第40日 二 於 テハ

廣汎 ナル上皮様 細胞性浸潤竈 テ形成 セ リ。斯 ノ

如 キ浸潤 細胞 間 ニハ中性 多核 白血球、或 ハ ソノ

崩壌物等 ヲ混 ズル コ トナ ク、僅撒 ノ小 圓形 細飽

テ稀 二認 ムル ノ ミ。亘態細胞 ハ 第40日 ・・bシテ

出現 シ、概 シテ「ラ」氏型 二属 ス。但 シ全数 ハ少

シ。血管 ハ是等 ノ間所 々二散在 シ、往 々内被 細

胞 ノ肥厚 ヲ認 ム。

上記組織球乃 至上皮檬細胞竈 ハ漸次結 締織 化 二

移行 スルモ ノー シテ、第40白 二於 テ周邊 二結締

織 母細胞 ノー層 テ続 ラシ、 以後之ノ・幼若膠様繊

維 層 二次第 二憂化 シ(第50日)、 内部 二浸蝕 置換

ラ圖 ルモ ノ・如 シ。

以上 ノ所見 テ通寛 スル ニ、本物質 二於 テハ爾他

ノモ ノ ト異 リ中性多核 白血球 ノ遊 出極 メテ紗

ク、組織 球性細胞 ノ浸潤 蝟集 ノ旺 盛 ナル コ ト大

イニ注 目セ ラル。如何 ナル理 由 二依 リテ斯 カル

現象 ノ起 リ來 ル ヤ。Piersonハ 「リボ イ ド」吸引
ら

二依 リテ肺臓 二大 軍核細胞 出現 ス ト云 ヒ、華 岡ノ・

家兎氣管 内二肝油 テ注 入 シタルー、石松 子、澱

粉等 テ以 テ セル場合 ト異 リ、多核 白血球 ノ早期

反癒 ナ ク、 直 チニ組織球 ノ遊走蝟集 シ來 ルラ認

メ、之 ガHerxheimerT6PPich堀 地 等 ノ結核

菌 テ以 テセル場合 ト類似 セ シ理由 二依 リ、結核

菌 「リボ イ ド」ト肝 油 ノ如 ク、一般 二脂肪、「リボ

イ ド」 二封 シ、組織球 ガ親 和性 テ有 スルモ ノ ト

解 セ リ。然 レ ドモ、斯 ハ余 ガ上來結核菌 「リボ
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イ ド」 ノミテ以 テスルモ斯 カル現象 ナキ事 實 ヨ

リシテ最早 問題 トナ ラズ。寧 ロ余 ハ「パ ラフィン^

肝 油 ノ如 キ物理 的類似 性 二意義 ラ求 メ、 即 チ斯

カル油状乃 至膠状物 質 二依 ル機械的刺戟 ハ、 ソ

ノ性状、外形 等 二於 テ到 底石松子 ソノ他粗大穎

粒 テ有 スルモ ノノ比 二非ズ、 同時 ニソノ不 水溶

性從 ツテ難吸牧性 ト相侯 ツテ、浦化 力旺 盛ナル

組 織球 ノ浸潤 テ來 スニ非 ザル カ ト推1則 ス.然 レ

ドモ他方或 ハ斯 カル物質 ガ特 二網状織 内皮細胞

系 二親和力 ラ有 スヤモ圖 ラ レザ レ ドモ、一方 二

於 テ、米澤氏 ノ如 ク流動 「パ ラフィ)」 ヲ家兎肺 二

注 入 シテ多核 白血球 ノ最 モ早期 二遊出 アルラ認

メタルモ ノモ アレバ、張 チ余 ノ所 見 ノ ミラ以 テ

決 定的判断 テ下 スノ・早計 タル可 シ。要之此 ノ解

繹 ハ不 明ナ リ。

余 ハ他 ノ實験 二於 テ流動 「パ ラフ、ン」ガ結椀菌

各抽 出「リボ イ ド」テ蓋 ク融解、 同質性 ナ ラシム

ル テ経験 セ リ(第 一報蓼 照)。

結核 ノ場合特 二組織球 ノ遊出顯 著 ナルノ・事實 ナ

リ。但 シ斯 ハ余 ノ生菌 實験 二於 テモ明 カナル如

ク白血球遊 出後 トス。 サ レバ余 ハ今 ヤ組織球 ノ

早期 反慮 二封 スル意義 テ云 々スルニノ・非 レ共、

少 ク トモ組織球 ガ結核 二特 二重大 ナル役 割 ラ演

ズル コ トー前記 流動 「パ ラフィン」二依 ル菌膿 「リ

ボ イ ド」融解 ト而 シテ流動 「バ ラフ{ン 」ト組織球

トノ親和 性 トノ3者 トノ間 二關聯 性 ラ認 メタル

ノ・甚 ダ興 味 アル事實 ト云 フ可 シ。

第七章 総 括

既二各章概括 二於テ屡 く比較考究 ヲ行 ヒタルヲ以テ

累説 ノ煩 ヲ避ケ、並二余 ノ得タル所見 ヲ左表二纒メテ

ー覧ノ便二供ス可 シ。

第2表 ・・人型菌膣成分 二依ル各動物種圏 ノ比較 ニシ

テ之ヨリ明 カナル如ク、反磨 ノ遅速 ト各種矯結核先天

免疫度 トノ問ニノ・特ニー・定 ノ規則乃至序列 ヲ認メズ。

ヌ結 核海瞑 ト健常海猿 トノ反唯 ノ差・・蝋脂質、「アセ

第 2

トソ」可溶脂肪 ハ早期二終聰.スレドモ燐脂質ハ全ク之

二反ス。且 ソノ度ノ・夫 々ノ章二記スル如久 然 カク顯

著ナルモノニ非ズ。 唯巨態細胞 二關 シテハ蝋脂質ノ・

各動物 ヲ通 ジテ形成度高ク、燐脂質之二次ギ「アセ ト

ソ」可溶脂肪最モ形成能微弱ナル傾向ヲ看取セラル。

蓋 シ斯・・清化 ノ難易二基ク可キカ(後述)。

第3表 ・・動物種昭ヲーニシ(海狸)、注入菌種及 ビ抽出

表

注 入 物
ρ,

海 狸(健常) 海 狸(結核) 家 兎(健 常) 「マ ウス」(健 常)

注入量
反 鷹
遅延度 巨態細胞

反 晦
遅延度 巨態細胞

反 慮
遅延度 巨態細胞

反 晦遅
延度 巨態細胞

人型結 核菌蝋 脂 質 2mg 十 世 ± 壮
・

十十 十十

同 「アセ トソ」可溶 脂 肪 2mg 十 一 ± 一 辻(3mg) ±(3mg) 十 ±

「訂 燐 脂 質 2mg 仕 1十 十 十十 十 曙' 廿 ± 十 ±

第3表 第4表

注 入 物 注入量
海 猿 3

豊

注入物

o● 」・

注入量
健 常 家 兎 燐脂質免疫家兎

(人型)
反 慮
遅延度 巨態細胞

反 磨
遅延度 巨態細胞

反 庶遅
延度 巨態細胞

蝋 脂 質

人 型 2mg 十 世 「ア セ ト

ソ」 可 溶

脂 肪

(人 型)

1mg 十 ± 十 一

鳥 型 2mg 世 世 3mg 壮 ±
「チ モ テ ー 」 2mg 朴 什 10mg 什 什

「ア セ トソ」

可 溶 脂 肪
人 型 2mg 十 一

燐脂質
(人型)

0.1mg ± 一 ± 一

鳥 型 2mg 十十 ± 2mg 世 ± 朴 ±

燐 脂 質
人 型 2mg 廿 十十 10mg 柵 帯

「チ モ テ ー 」 2mg 廿 ±
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物 ヲ異ニセシ場合ヲ示スモ ノニシテ、人型菌二比 シ爾

他 ノモノ・方却テ反慮遅延セシ傾向 ヲ明確二認メラ

ル。巨態細胞 ト反慮邊延度 トニ・・特二美麗ナルZF行

性ナキモ、概 シテ反磨遅 キモノニ巨態細胞 ノ形成大ナ

ル傾向アリ。

第4表 ノ・同一動物種(家 兎)ト 同一注入物二於テ注入

量 ヲ異 ニセジ場合 ヲ示スモノナル ガ、之 ヨリセバ注入

量b反 磨遅延度bノ ・明 カニZF行 シ、巨態細胞 ノ形成亦

概 シテ之ニー致スル ヲ認メ得可シ。次 デ燐脂質(人 型

菌)頻 同前塵置家兎二同菌「アセ トソ」可溶脂肪ヲ皮下

第八章
t

抑 モ結 核 菌 ヨ リ蜀 立 セル 化 學 的物 質 ヲ 遊 離 セ シメ、

之 力'生鐙 二及 ボ ス影 響 ヲ槍 ス 可 ク 企 テ タル ・・Weyl

(1891)ヲ 以 テ蟷 矢 トナ ス。 帥 チ彼 ・・結 核 菌 ヲ 「ナ1・ロ

ソ」滴 汁 ヲ以 テ塵 理 シ、 此 ノ際 生 ジ タル 白色 暦 ・・抗 酸

性 ノ ミニ關 與 ス レ ドモ、膠 檬 層 ・・之 ヲ更 二錯 酸 沈 澱 後

「アル コ ール 」
、「エ ー テル 」ヲ以 テ抽 出 ス ル 時 「マ ウス」

海 狸 二封 シ常 二皮 下注 射 部 二痂 皮 ヲ作 ル ヲ認 メ タ リ。

氏 ・・之 ヲToxomucinト 名 付 ケ 、斯 ク シテ結 核 菌 禮 成

分 ガ各 々異 ナ ル作 用 ヲ有 ス ル ヲ明 カニ セ リ。此 ノ際 該

Toxomucinノ ・燐 含 有 ナ キモ ノ トス。 爾 來 此 ノ見 解 ノ

下 二種 々ナ ル遊 離 物 質 ヲ製 シ、ソ ノ毒 性 ヲ槍 セ ル モ ノ

船 カ ラ ズ。Hammerschlag(1891)ノ ・「アル コー ル」及

ビ 「エ ー テ ル」抽 出 物 が海 狸 及 ビ家 兎 二痙 攣 ヲ起 サ シ

ムル 毒 性 ヲ有 ス ト云 ヒ、Auclair(1897)・ ・結 核 菌 ノ「エ

ー テ ル 」
、 「ク ロ ロ ホル ム」抽 出物 ヲ海 狸 皮 下 二注 射 ス

ル ニ、 定 型 的 乾 酪 化 結 節 ヲ生 ジ、之 が長 時墾 化 セ ズ、

或 ノ・軟 化 、自潰 シテ治 癒 困難 ナル 潰 瘍 ヲ形 成 ス ル ヲ認

メ 、 叉 氣 管 内注 入 二依 リテ モ、皮 下接 種 ノ場 合 ト同 ジ

ク、 乾 酪 性 壌 死 ノ登 現 ア リテ、而 モ該 乾 酪 結 節 ノ・後 二

肺 空 洞 ヲ 惹 起 ス ル ヲ認 メ タ リ。 此 ノ際 乾 酪 性 墾 化 ノ・

「エ ー テル 」可 溶 物(etherin)二 依 リ行 ・・レ・、 反 之 、 「ク

ロ ロ ホル ム」可溶 物(Chloroformin)ノ ・繊 維 化 ヲ司 ル モ

ノ トセ ラ レ、 而 シ テ彼 ノ見 解 二依 レバ 「エ ー テル 」・・

「ヒ ヨ レス テ リソ」類 似 「リポ イ ド」、 「アル コ ール 」、

「Vチ チ ソ」 ヲ 「ク ロ ロホ ノレム」ノ・蝋 質 ヲ抽 出 スル モ ノ

ナ リ。 翌 年 彼 ・・「キ シロ ール 」、「ベ ソヂ ン」抽 出物 二依

リテ モ、同様 二乾 酪 化 形 成 アル ヲ認 メ、 更 ニ ソ ノ後 二

於 テ(1903)「 チ フス」菌 肺 炎 菌 、連 鎮 状 球 菌 或 ノ・淋 菌 等

ノ'「エ ー テノレ」抽 出 物 ヲ以 テ シテ ハ何 ラ上 皮 様 細 胞 ノ

接種スルニ正常家兎ノ夫 ト大差ナク、叉同菌燐脂質皮

下接種 ノ場合二於 テハ量 ヲ異ニスル時全ク相反スル

結果 ヲ示セ リ。即チ之ヨリセバ燐脂質二「アレル ギー」

賦與力ナキコト明白ニシテ、結核海狸 ノ場合却テ反慮

邊延セシ事實 ト相侯 ツテ、本物質 ニハ亦1アV7Vギ ー」

作用ナキコト推定セラル。爾余が本前塵置家兎二㌧ソ」

反慮ヲ検 シタル時、常二陰性ナ リシコト及 ピ肉眼的所

見 二於 テ看取セシ事實(第1表 参照)等 克ク叙上 ノ見

解 ヲ更二確定セシム可シ。

考 按

形 成 ナ ク、寧 ロ各 々 ノ菌 二基 ク軍 ナル 炎 症 状 反 慮 ア リ

シニ過 ギザル ヲ認 メ デ 、前 述 結 核 菌 抽 出 物 ノ特 異 性 ヲ

立 謹 スル ニ至vリ 。Auclairノ 該 抽 出 物 ノ・ソ ノ後 各臓

器 二就 テ検 索 セ ラ レ・、OPPenheimu.Loeper(1903)ノ ・

家 兎 副 腎 二 少 量 接 種 二依 リテ既 二etherin・ ・乾 酪化 、

chlorosorminノ ・繊 維 性 硬 化 ヲ起 ス ヲ認 メ、Armmd-

Dellile(1901)・ ・家 兎 蜘蛛 膜 下 腔 二之 ヲ注 入 シテ軟 膜

・二 同標 ノ所 見 ヲ認 メ タ レ ドモ、此 ノ際 雨 物 質 二基 ク組

織 墾 化 ノ相 違 ノ・然 カク 明確 ナ ラ ズ ジテ 、 寧 ロ注 入量

二依 ル コ ト大 ナル 所 以 ヲ 明 カニ セ リ。Courcouxet

RibadeauDumas(1904)モ 此 ノ相 違 ヲ否 定er、 腸 問膜

静 脈 注 入 後 肝 臓 二 定 型 的繊 維 乾 酪 性 結 節 ノ獲 現 ア リ

シニ際 シ、之 力.理由 トシテchloroforminガ 水 二不 可

溶 ナル 爲 粗 大 頼 粒 トシテ残 リ、栓 塞 ヲ起 ヌ 爲 乾 酪 化 ヲ

見 ル ニ至 リ シニ過 ギ ズ トシ、之 ガ結 核 特 異 性 ヲ否 定 セ

リ.Be,narda.Sal・m・n(1903)モ 本 倣 ノ腎 臓 一 ノ

影 響 ヲ検 シ、生菌 ト類似 ノ墾 化 ア レ ドモ極 メ テ輕 微 ニ

シテ、且 雨 物 質 問 ノ作 用能 ノ相 異 ・・不 明確 ナル ヲ立詮

セ リ。 帥 チ是 等 ノ所 設 二 徴 セ・・eAuclairノ 所 論 ・・必

ズ シモ確 乎 タル モ ノ ナ ラ ザル ガ如 シ。

Giaxa(1901)・ ・結 核 菌 ノ 「アル コ ール 」抽 出物 ノ・抗 酸 性

二 關與 ス レ ドモ 、「エ ーテ ノレ」抽 出物 ・・輕 度 二結 核 病 愛

形 成 二参與 ジ、最 モ 強 ク病 攣 ヲ起 ス モ ノノ・是 等 ノ抽 出

残 渣 ナ リ ト云 ヒ、Boccardi(1900)亦 之 二賛 スvド モ、

氏 ノ所 論 ・・余 ノ實 験 ト・・全 ク相 一 致 セ ズ。之 二信 ヲ措

キ難 シ。

Levene(1901-1904)ノ 結 核 菌 抽 出 「リポ イ ド」ハ皮 下

二無 菌 的 膿 瘍 ヲ 作 ル ト云 ノ・レ・、 余 モ 之 ヲ認 メ タ リ。

Tschistowitcsh(1907)・ ・「アル コ ー-7v」、「エ ー テ ル」、石
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汕 「工 隔 テ ル」、「ク ロ ロホ ル ム」ヲ以 テ 抽 出 セ シ蝋 質 ヲ

「ア ラ ビヤ ゴ ム」 ヲ以 テ溶 解 シ
、 家 兎 皮 下 二注入 セル

ニ、aseptischeAbscessヲ 作 リ、ソ ノ周 園 二 巨態 細 胞 多

数 二生 ズ ル ト共 二 、全 髄 トシテ繊 維 性 被 膜 ヲ以 テ包 園

セ ラ レ、而 シテ斯 カル結 節 ・・自潰 シテ潰 瘍 トナ ル カ、

或 ・・長 時 維 存 ス レ ドモ、脱 脂 菌 ノ場 合 ニ ハ克 〃直 チ ニ

吸 牧 セ ラ ル ヲ認 メ、爾 後 者 ノ場 含 二 ・・多 核 白血 球 ・・最

後 迄 生 活 力 ヲ有 スル ニ不 拘 、前 者 ノ場 合 ニ ハ直 チ ニ ソ

ノ場 デ崩 屡 シ輩 核 細胞 二 貧 喰 セ ラル ト云 フ。 而 シテ

結 核 菌 蝋 質 二依 ル 愛 化 ノ、封 照 タ ル 「パ ラ フィソ」ヲ以 テ

ス ル モ亦 同標 二起 リ、 ソ ノ経 過 モ齋 ンク、是 等 ノ所 見

ヨ リ シテ、巨態 細 胞 ・・該 蝋 質 二特 有 ナ ル 反 晦 出 現 物 二

非 ズ ンテ斯 ・・全 ク ー 般 不清 化 物 二射 スル 異 物 巨 態 細

胞 ノ範疇 二隔 ス 可 キモ ノナ ル ヲ明 カ ニセ リ。氏 ノ所 論

・・ソ ノ結 論 二於 テ 全 ク余 ト軌 ヲー ニス ル モ ノナ レ・ド

モ 、 唯 余 ノ・蝋 質 タ ル ト脱 脂 菌 タル ト ヲ問 ハ フご、多 核 白

血 球 ハ 直 チ ニ ソ ノ場 ニテ 崩 屡 二隔 リ軍 核 細胞 二貧 喰

セ ラ ル ヲ見 タ リ。CamusetPugniez(1907)モ 各 種 脂

肪 酸 ノ描 入 二依 リAuclairが 結 核 菌 蝋 質 ノ場 合 ト同

様 ナル 上 皮 様 細 胞 、巨態 細胞 ヲ含 ム炎 性結 節 ノ形 成 ヲ

認 メ タ ル モ ノニ シテ、 余 が「パ ラ フィソ」二依 リ之 ヲ認

メ タル ト金 ク軌 ヲー ニ ジ、結 核 菌 抽 出 物 二基 ク反 慮/

非 特 異 性 ヲ裏 書 スル ニ 有 力 ナ ル詮 慷 ヲ與 フル モ ノ ト

云 フ 可 シ。

GaehlingeretTilmont(1911)ハ 肝 臓 「リポ イ ド」中 二

存 ス ル或 ル種 ノ 抗 酸 性 脂 肪 酸 ガ皮 下接 種 二依 リ乾 酪

化 ヲ件 フ結 核 結 節 ヲ生 ズ ト唱 へ、 之 ヲAuclairethe・

robacillin二 比 シタ レ ドモ、 ソ ノ後 該 乾酪 竈 力膿 瘍 二

過 ギ ザル ヲ明 カニ セ シ カバ 之 ハ最 早 問題 トナ ラ ズ。

Dominicia.Ostrovsky(1914)・ ・加 熱 死 菌 ヲ水 ヲ以 テ

抽 出 シ之 が皮 下 二結 核 様 結 節 ヲ形 成 ス ル ヲ認 メ テ、結

核 菌 「リポ イ ド」 ノ ミガ結 核 形 成 二關 與 ス ル ニ非 ズ ト

ナ シ、同時 二本 物 質 が淋 巴濾 胞 内 二於 テ淋 巴 母 細 胞 ヲ

i著ジク培 殖 セ シム ル ヲ見 タ リ。 然vド モSabin(1932)

・・後 述 ス ル如 〃、結 核 菌 燐 脂質 が水 二可溶 性 ナル 黙 ヨ

リ彼 等 ノ物 質 ハ蛋 白、含 水炭 素 ノ外 燐 脂 質 ヲモ 含 ミ、

「ソ ノ結 核 形 成 能 が燐脂 質
二依 ル ニ 他 ナ ラ ズ ト反 駁 ス。

新 家 氏 ・・結 核 菌水 可 溶 性 物 質 ニ ハ所 謂結 核 様 組織 ノ

蛮 現 力 ナ シ ト云 ヘ リ。

Jaff6(1915)・ ・結 核 菌 「ク ロ ロホル ム」抽 出物 ヲ用 ヒ(家

兎 ニ ハ牛 型 、 海 狸 ニ ハ人 型 ノ、 之 ヲ 「オ リー ブ」油 ヲ以

テ溶 解 シ タル 後 、 静 脈 内、腹 腔 内 、 皮 下 、 接 種 二依 リ

テ加熱死菌、生菌 ノ場合 ト同標二毎常結核特有 ノ病髪

ヲ認メグルニ反 シテ、脱脂菌・・何等 ノ攣化 ヲ呈セズ、

從 ツテ結核菌 ノ病的愛化・・ソノ「クロロホルム」抽出

物二依ル化學作用 二基クモノト云ヘリ。而シテ巨態

細胞 ノ出現二關 シテ・・、之 が静脈内接種時ニノ・一般 二

少ク、初期二僅 カニ多ケレドモ、直チニ消失スルニ反

シ腹腔内接種時 ノ肝臓或 ハ皮下接種部 二・・多数二出

現 スルヲ認メタ リ。

斯 ノ如 キハ余=が脱脂菌、 加熱死菌、抽 出物、何

レテ以 テスル モ、毎常 同様 ナル所 見 テ得 タル塵

ハ全 ク相 反 スルモ ノナ レドモ、今、 氏 ガ該抽 出

物 テ以 テ結核特有 ト構 セル皮 下接種部 ノ所 見 テ

省 ルニ、氏 ノ・TschistowitschAuclairト 齊 シ

キ局所所 見 ナ リ ト稻 シテ、健、頽 白血球 團 ノ周

園 二厚 キ ヒ皮様細胞層 テ続 ラ シ、更 一之 ガ⊥血管

二富 メル精霧 肉芽層 二移行 シ、而 モ雨層 出亙 リ

テノ・多獄 ノ互態細胞 ノ散在 ア リシ ト云 ヒ、而 シ

テ斯 カル結節 ハ長時維存 シテ、何 ラ治癒 的傾 向

テ示 サズ トセ ラル。斯 カル所 見ノ・余 ノ夫 ト全 ク

相一致 スルモ ノニシテ、而 シテ多数 ノ血管 テ有

スル肉 苧層 ノ螢現 ハ余 テ以 テ之 ラ見 レバ何 ラ結

核特 有 ノモノナ ラズ。 加之、 上述接種 法 ノ異 ル

ニ從 ヒ亘態細胞 出現度 異ナ リシ事 實 ハ全 ク異物

量 ノ多寡 ト相 一致 セル ニ過 ギズ、例 之、静脈 内

注 入時 ヨ リ皮 下接種 時 二遙 カニ多撒 九 リシガ如

キ、之 ラ異物 反慮 ト解 シテ始 メテ克 ク首肯 セ ラ

ル可 シ。更 二氏 自身該攣 化 ヲTschistowitsch
　

ト同様 ナ リ ト構 セル ニ不 拘、Tschistowitschノ ・

該攣 化 テ膿瘍 トナ シ、「パ ラフィン」ト全 ク同様 ノ

経過 テ執 ル ラ認 メ、 又該 亘態細胞 ・・異物 亘態細

胞 トナセルモ ノー シテ、是等 ノ事情 テ相封照 ス

ル時、 余 ハ氏 ノ所 詮 二甚 ダ疑 ヒナキ能 ハズ。

MorseLt.Stott(1917)・ ・結核菌「エーテル」抽出物ガ家

兎、「ラッテ」ノ皮下、腹腔内、静脈内何 レニ接種スル

モ何等ノ攣化ヲ呈セザルニ反 シ、熱「アルコール」可溶

性蝋質 ハ定型的結核結節ヲ作ルヲ認メ(但 シ乾酪化ナ

シ)、郎チ之ヲ「オリーブ」油 二溶解、注射セシニ皮下二

於テ・・無血管性上皮標細胞性肉芽組織(巨 態細胞 ヲ含

ム)が 中心部 二黄色膿様物(乾 酪物質ナラズト註ス)ヲ

園 ミテ存在 シ、腹腔内接種時二於テモ、之 ヲ大網二多
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籔 認 メ タ リ。此 ノ際 巨 態 細 胞 ・・上 皮 様 細 胞 ノ融 合 二依

ノVト セ ラV、 而 シテ 以 上 ノ事 實 二基 キ彼 等 ハ結 核 二特

有 ナ ル組 織 攣 化 が決 シテ 結 核 菌/生 活 セ ル 特 殊 菌 蛋

白 二基 クモ ノ ニ非 ズ、ソ ノ「アル コ ー ノレ」可 溶 性蝋 質 ガ

殊 二異 物 作 用 ト シテ働 ク爲 二生 ズ ル モ ノ ト結 論 セ リ。

然 ル ニRaya.Shipman(1923)ノ ・Morseノ 法 蚊 二

Longノ 法 ノ2種 ノ異 ナ ル 抽 出法 ヨ リ得 タル 結 核 菌 ノ

「エ ー テ ル」可溶 、「アル コ ール 」可 溶 及 「ク ロ ロホ ル ム」

可 溶 各 脂 質 ヲNa.stearat二 溶 解 シ之 ヲ海 瞑 皮 下或 ノ・

肺 臓 内 二注 入 セ シ ニ常 二局 所 二於 テ結 節 、巨態 細 胞 、

膿 瘍 等 ヲ有 ス ル 上 皮様 細 胞 性 繊 維 性 反 慮 ノ起 ル ヲ認

メ、Morsea.Scottノ 唱 フル 如 キ 「アル コ ー一ノv.1可溶

性 蝋 質 ノ ミ ニ特 二反 磨 起 ル モ ノ ナ ラ ザル 事 實 ヲ明 カ

ニ シ、寧 ロ最 モ 上皮 様 細 胞 性 結 核 二彷 彿 タル 所 見 ヲ呈

ス ル モ ノ ハ 「ク ロ ロホ ル ム」可溶 脂 質或 ・・脱 脂 菌 ナ ル

ヲ認 メ タ リ。 而 モMorse氏 法 二依 ル脂 質 ・・Long氏

法 ノ夫 二比 シ、血 管 新 生 ノ傾 向 大 ニ ジテ、 決 シテ無 血

管 性 肉芽 ヲ形 成 セ ズ ト云 フ。 而 シテ氏 等 ・・更 二 「チ モ

テ ー」菌 及 大 腸 菌 ノ「アル コ ール 」、「エ ー テル 」、「ク ロ

ロホ ル ム」抽 出 物及 脱 脂 菌 二依 リテモ 結 核 菌 ノ夫 等 ト

全 ク 同襟 ナ ル 病 攣 起 リ、 甚 シ キ ・・牛 肝 臓 ノ 同標 抽 出

「リポ イ ド」二依 テス ラ齊 シ ク之 ヲ 認 メ タル モ ノニ シ

テ、 是 等 ・事 實 ヨ リ推 諭 シテ、彼 等 ・・結 核 結 節 ノ組 織

學 的 特 徴 ガ決 シテ 結 核 菌 脂 質 ノ ミニ 特 有 ナ ル反 慮 二

非 ズ、寧 ロ之 ヲ異 物 反 磨 ト認 ム可 キ所 以 ヲ加 訊 シ、 同

時 二Auclairガ 各 種 細 菌 ノ 「エー テル 」抽 出物 ガ夫 々

ノ細 菌 二基 〃特 有 ノ攣 化 ヲ起 ス トナ セ 》 所 訊 ヲ反 駁

ス ル ト共 二、 一 方 叉Auclair,Gaehlingera.Tilmant

等 ノ認 メ タ ル乾 酪 化 ハ 家 兎 或 ・・海 狸 二作 ラル ル膿 汁

が 固形 性 ヲ有 ス ル 爲誤 認 セ ラ レ・タ ル ニ 過 ギ ズ ト提 唱

セ リ。 術 此 ノ際 封 照 タ ルNa.Stearat及 「オ リー ブ」

油 ・・何 ラ ノ攣 化 ヲ呈 セ ザ リキ。

翻 ツ テ考 フ ル ニ 余 ノ・各 種 ノ抽 出 法 テ以 テ シ テ各

種 ノ抽 出 物 、 脱 脂 菌 テ用 ヒ、 而 モ 「チ モ テ ー 」菌

ノ夫 等 二依 リ テ ス ラ全 ク 同 様 二 、 所 謂 上 皮 様 細

胞 性 肉 芽 組 織 ノ蕨 現 テ認 メ タ ル モ ノ ー シ テ、 之

ヨ リ セ バ 、Morsea.Scott等 ノ所 説 ハRaya.

Shipmanト 同 様 全 ク認 容 ス ル 能 ノ・ザ ル ノ・明 力

ナ リ。

Much(1923)・ ・氏 ノ所 謂PartigenF(Lipoid・Fetts5ure)

及(Neutralfett・Fettalkohol)ヲ 夫 々 前 礎 置 乃 至 正 常 豚

二 皮 下 接 種 セ シニEN.及 ソ ノ脱 脂 菌 何vモ 定 型 的

上 皮 様 細 胞 性結 核 ヲ作 リ、而 モ屡 く中 心乾 酪乃 至壊 死

二 隔 レノyヲ認 メ該 反 磨 ヲ以 テ特 異 的 ト解 シタvF'モ 、

ソ ノー派 タルHaima.Authur(1929)ノ ・齊 シクPartigen

F.u.N.ヲ 使 用 シ、 豚 耳 皮 下 二 之 ヲ注 射 ス ル ト共 二、

同時 二封 照 トシ テ(「 オ リー ブ」油 、 骨 油 、 人盟 脂 肪 、

血 液 及 膿 「リポ イ ド」、「コ レス テ η ソ」、「レチ チ ン」、

「カ プ リー ル」酸
、 膠 様 金 「ゾル 」溶 液 、Monobutyrin、

薄 「ツ ベ ル ク リソ」等)ヲ 用 ヒ タル ニ血 液 「リポ イ ド」二

依 リテ モ、 血 管 二乏 シ ク上 皮 襟 細 胞 、巨 態 細胞 ヲ圭 成

分 トナ ス結 核様 結 節 ノ登 現 ヲ認 メ、 叉Much二 反 シ

脱 脂 菌 乃 至 蛋 白 二依 リテ ノ・之 ヲ認 メ ザ リキ。而 シテ氏

等 ハ此 ノ際 臓 器 「リポ イ ド」、油 類 等 ・・如 何 二高 濃度 ヲ

以 テ ス ル モ、 該 結 節 ノ曇 現 ナ キ ニ不 拘 、Partigen就

中N・ ・1000分1稀 繹 二於 テ爾 定 型 的 結 節 ヲ作vル コ

トヨ リ、Partigenノ 作 用 ヲニ 因 子 二分 チ(1)結 核 菌

ヲ シテ緩 除 ナ ル異 物 作 用 ヲ獲 揮 セ シ ムノレモ ノ、(2)特

異 ニ ジテ結 核 形成 能 力 ヲ 登 揮 ス ル特 性 アル モ ノ トナ

セ リ。

即彼等 ノ、唯 稀繹度 ラ標 準 トシテ特異 性 テ速断 セ

シモ ノナ レ ドモ、余 ノ場合 二於 テ例 ヘバ燐脂質

實験 ノ如 ク、0.1彪 ニ テモ10涯 ニ テモ、氏等 ト

齊 シク反慮 ノ張度 ニノ・多少 ノ差違 ノ・ア レ ドモ、

所謂結核 肉芽 ノ登 現ノ・常 二之 ヲ認 メタル モ ノニ

シテ、 之 ヨリスルモ、輩 二稀薄液 ニ テ該組織 テ

得 タ リ ト云 フ ノ ミノ理 由 一テ特異 性 テ全 面的 二

支持 スルノ・柳 力早計 ノ憾 アリ。況 ヤ氏等 ガ結核

菌以外 ノ軍ナル血液 「リボ イ ド」ノ如 キモ ノロテ

全 ク同様 ノ所 見 テ得 タルテ省 ミ、又一方 二於 テ、

結節 内 ニノ ミ基 ク ト解 セルニ照合 シ、更 二、 ソ

ノPartigenNノ 濃 厚液 デス ラ決 シテ定型的反

慮 テ毎常 惹起 セズ、封 照 タル各種物質 ノ同程度

ノ反慮 テ起 ス コ ト厘 支ナル ヨ リ考 フ レバ、 當該

反磨 ノ毫 モ特殊 的 ナ ラザル所以 自 ラ明 カナル可

ク、弦 二於 テ彼等 ノニ因子 中異物作用 因子 ノミ

残 留 ス可 キヤ當然 ノ蹄趨 ト推 定 セ ラル。Much

ノ所 論 ノ當 ラザルハ敢 テ余 テ挨タ ズ トモ、既 二

且aim等 ソ ノー 門 ノ實験 ヨ リ見 テ明 カニ之 テ看

取 シ得可 シ。

伊藤氏(1931)ノ ・結核菌 「ク回ロホルムJ抽 出物力。巨態



第5號 】 森=非 抗酸性結核菌蛇二結核菌盤成分二俵ル免疫 ト組鞭 化ノ研究 499

細胞 ノ形成 ヲ阻害ス ト云ヒ、同時二該脱脂菌 ヲ以テ定

型的結核結節ヲ認メタ レドモ、之二關 シテノ・既二述ベ

タIJ。 渡邊氏(1930)ノ ・結核菌蝋質 ヲ家兎及海狸皮下

二注射シテ、脂肪球 ノ沈著及血管 ノ振張 ヲ認メ糸川氏

ノ・海猿皮下二於テ結核菌屍及蝋質(苛 性加里、「クロロ
●

ホルム」、「エーテル」塵理)が 共二結核様組織 ヲ形成ス

ルヲ見タリ。此 ノ際決 シテ結節 ヲ作ラズ禰蔓性肉芽組

織 ノ像 ヲ呈ス ト云ノ・レ、且前者ノ・後者ヨリ吸敢遙カニ

遅ケレドモ、常二繊維性被膜二園続セラレ、臆 テ搬痕

治癒 二至ルモノニシテ、ソノ他氏ノ所載余 ト本質的二

相齊 シ。

i新家氏(1932)ノ ・結核菌 「ア7Yコ ール」、熱「アルコー

ル」、「クロロホルム」各抽出脂肪が何 レ・モ結核様組織

ヲ形成シ、就中結核初期 ノ病愛ハ1ア ルコール」可溶脂

質 二依 リ、末期 ノ夫ハ「クロロホルムJ可溶脂質二依 リ

テ惹起セラル ・モノトシ、加之海狸 ノ場合、家兎 ノ夫

ヨリ急速二輕過セシ事實 ヨリ推論 シテ、結核二封スル

雨動物感受性 ノ相違 ・・結核菌 ノ構成物及産出物 ノ毒

性二封スル評債力種 囑的二異ナル爲 ト解 シ、帥上記浸

出物 ヲ結核菌 ノ特殊毒素 ト見倣セリ。

然 ルニ氏 ハ ソノ後 葡萄封犬球 菌、連鎖状球菌 ノ同

様抽出物 二依 リテモ、全 ク同様 ナル所謂結核様

肉芽組織 ノ形成 テ認 メ タルモ ノニ シテ、而 モ之

二關 シテハ何 ラ詮明 セラル ・虎 ナ シ。 ソノ病攣

ノ記載 ヲ見 ルニ、氏 ガ以 テ、初 期、後期病攣倥 テ

結核菌 ノ異 ナル抽 出物 二蹄 セル該攣化 ハ上記化

膿菌抽 出物 ラ以 テ シテ常 二認 メラ レ、 ソ ノ間何

ラ軒輕 アル ナ シ。而 シテ、氏 ノ流儀 二倣 ヒ、海

狽、家 兎間反慮 ノ遅速 ヲ以 テ、該抽出物 ノ毒素

タル検査 トセバ、化膿 菌抽出物 間 ノ同様 ノ差異

ハ如何 二説 明 ゼ ラル可 キヤ。要 之、氏 ノ毒素詮

ハ敢 テ余 ノ實験 二縁 ル迄 モナ 久 既 二氏 自身 ノ

観察 ヨ リ之 ラ否 定 セ ラル可 ク、而 シテ、余 ・・余

ノ實験成績 ノ立 場 ヨリ見 テ該 反磨 テ異物反慮 ト

認 ムル ニ躊躇 スル庭 ナ シ。 糸川氏 ノ所 論亦之 ヨ

リ同様 二否 定 セラル可 シ。

Lewin(1930)ノ ・結核菌 ノ「エーテル」、「クロロホルム」

抽出脂質 ヲ流動「パラフィソ」ヲ以テ溶解 シ、之 ヲ家兎

静脈内二注入セシニ肺臓 ノミナラズ、他 ノ臓器殊二肝

臓 二非特異性結締織 ノ培殖 ヲ來 シ、後者ノ・途 二肝硬墜

二迄愛化 セラルヲ認メ、新家氏モ亦之 ヲ讃セ リ。

斯 ハ 余 ノ場 合 ト別 個 ノ 問 題 タ ル テ 以 テ批 判 ス ル

能 ノ・ザ レ ドモ 、 從 來 皮 下 接 種 實 験 二依 リ テ結 核

形 成 能 ア リ トセ シ多 ク ノ所 論 二 封 シ、 静 脈 内 接

種 二依 リ テ ハ 毫 モ 之 ナ ク、 非 特 異 性 結 締 織 ノ増

殖 專 ラ旺 盛 ナ ル 事 實 ハ 、 明 カ ニ ー ノ有 力 ナ ル 反

謹 タ リ得 可 シ。

Sabin,Doana.Forkner(1930)ノ ・上 述 諸 説 ノ相 一 致 セ

ザル 理 由 ヲ化 學 的 分析 ノ不 充 分 ナ ル ニ 蹄 シ、Anderson

一 派 ノ詳 細 ナル 實 験 ヨ リ得 タ ル 各 種 ノ菌 髄 成 分 ヲ用

ヒテ廣 汎 ナ ル検 索 ヲ行 ヘ リ。即 チ之 ヲ余 ノ命 名 セ ジ ト

同様 二燐 脂 質 、「ア セ トソ」可溶 脂肪 、 蝋 脂質 二大 別 セ

シニ、 何 レモ上 皮様 細 胞 、「モ ノ チー テ ソ」、 巨 態 細 胞

等 ヲ遊 出 シテ結 核 様 組 織 ヲ作 ル ヲ認 メ 、ソ ノ作 用 能 ノ・

就 中燐 脂 質 最 モ強 ク、 蝋 脂 質 ・・大 略 ソ ノ112二 過 ギ ズ

ト云 ・・ル 。 而 シテ彼 等 ノ・更 二該 攣 化 ノ輩 位 ガ 是 等類

脂 禮 中 二存 スル 特 殊 ノ高 原 子 債 ヲ有 ヌ ル液 状 飽 和 脂

肪 酸 二基 ク所 以 ヲ明 カー シ、 之 ヲphthioicacidト 名

付 ケ、ソノ就 中燐 脂 質 目 リ得 タ ル モ ノ最 モ積 極 的 活 動

性 ナ リ ト シ、 更 二之 ヲ 分 析 シテ、 三 種 二分 チ、(1)

Tuberculostearicacid(=lsomerofstearicacid=光

學 的 不 活 性)・・何 ラ特 殊 作 用 ナ 久(2)左 旋 性Phthioic
り　

acid・ ・唯 刺 戟 作 用 アル ノ ミ(3)高 度 ノ右旋 性phthiol

acidノ ミ最 モ 重 要 ニ シ テ特 殊 結 核 形 成 能 ア リ トセ リft

此 ノ際 彼 等 が結 核 様髪 化 トナス ノ・上 皮 様 細 胞 、巨態 細

胞 ヲ含 ミ前 者 が散 在 性 ニ ア リテ モ、亦 集 籏 シテ結 節 状

ヲナ ス モ ソ レニ之 ヲ編 入 セ シモ ノニ シテ、而 シ テ斯 カ

ル 結 核 様 愛 化 ノ・白血 球 浸 潤 後 獲 生 シ、以後 乾 酪化 二赴

ク カ或 ハ 「ク ラ ズマ トチ ー テ ソ」 ニ ヨ リ上 皮 様 細胞 ノ

墾 性 後 食 喰 、清 掃 セ ラ ソテ 吸 牧 セ ラル ・カ ノニ途 ヲ選

ビ、一 般 二後 者 多 キ モ、前 者 モ亦 往 々、就 中 燐 脂 質(人 、

牛 、 鳥 型 結 核 菌 、 「チ モ テ ー」、 「レプ ラ」菌 等)ノ 場 合

二見 ラル ト云 フ。 尚 彼 等 ・・菌 蛋 白 ・・主 ト シテ 「ク ラ ズ

マ トチ ー テ ン」從 ツ テ 多核 白血 球 ノ産 生 ヲ促 ス コ ト多

キ ニ反 シ、 燐 脂 質 ノ・特 二 上 皮 様 細 胞 刺 戟 性 ナ リ トセ

リ。Pinner(1930)モ ソ ノ著 二之 ヲ引用 、肯 定 ス ル 庭 ア

リ。Bickford(1932)・ ・家 兎 蜘 蛛 膜 下 腔 二是 等 ノ物 質

ヲ揺 入 セ シニ、 生 、死 結 核 菌(加 熱 、 「ホル マ リ ソ」)ト

場 合 ト同 様 二特 殊 細 胞 ヲ生 ジ(超 生艦 染 色 ニ ヨ リ中性

赤 二等 染 ス ル等 大 ノ空 胞 ヲ 多数 二有 ス)、 反 之、 菌 蛋

白 ハ 唯 淋 巴 球 、「プ ラ ズ マ」細 胞 ノ ミ ヲ遊 出 ス ル ニ過 ギ

ザ ル ヲ見 タ リ。上 記 特 殊 細 胞 ハ臆 テ ソ ノ空 胞 ノ大 サ減
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少 ス ル ト共 ニ ソノ数 培 加 シテ、上 皮 様 細胞 二憂 ズル モ

ノナ レ ドモ 、生 菌 ノ場 合 二比 シ燐 脂 質 ノ時 ・・長 時 日 ヲ

要 シ、叉 結 核 菌 多糖 類 注入 二依 リテ ・・何 ラ ノ攣i化 モ 出

現 セ ザ リキ。 中 島氏(1931)・ ・人 型 菌 燐 脂 質 ヲ家 兎 、

静 脈 内 二注 入 シテ、肺 臓 二粟 粒 結 核 様 結 節 ヲ認 メ タ レ

ドモ 山 崎 氏 ・・(1933)牛 型 菌 同 物 質 二依 リテ之 ヲ見 ズ、

「ア セ ト ソ」可 溶 脂 質 二依 リテ同様 ノ所 見 ヲ見 タ リ。然

レ ドモ雨 者 ノ・組 織 學 的検 索 ヲ訣 ク ヲ以 テ、正 鵠 ヲ期 シ

難 ク、 況 ヤ ソ ノ成 績 相 反 スル ニ於 テ盆i々然 リ。

Boigsevaina.Ryder(1931)ノ ・Sabin一 派 ノ用 ヒタノv

燐 脂 質(PHA-3)カ ・尚0・4%ノ 窒 素 ヲ含 ミ シ事 實 二鑑

ミ、 ソ ノ1エ ー テ ル.溶 液 ヲ更 二Mandel61ter或 ・・

Chamberlandfilterヲ 以 テ倣 回 濾 過 セ シニ而 モ尚 濾 過

セ ラ レザル 結 核 菌 ノ存 在 ヲ認 メ、之 ヲ海 狸 二注 射 ス ル

ニ 「ツ」反 慮 陽性 ナ ラ シ ムル ト 共 二 結 核様 結 節 ノ螢 現

ア リ シ ヲ以 テ、 更 二之 ヲ「ゴ ム」膜 ニ テ透 析 シ、残 存 セ

ル 純 化 燐 脂 質 ヲ更 二Manderfilterヲ 以 テ濾 過 シ、斯

ク ンテ得 タ ル各 物質 二就 キ 組織 墜 化 ヲ 検 セ シ ニ(海

狸 、 腹 腔 内)、(1)「 ゴ ム」膜 ヲ通 リ燐 含 有 ナ キ物質 ノ・

攣 化 ヲ起 サ ズ、(2)「 ゴ ム」膜 ヲ通 ラ ズ シテ 、Mander

filterヲ 通 リ ジ純 化 燐 脂 質 ノ・Sabin/PHA-3ヨ リ

稽 く多 量 ノ燐 ヲ含 メ ドモ 窒 素 ヲ含 マ ズ シテ、 「ッ」「ア

レル ギー」ヲ賦與 セ ザル ト共 二結 核 様 攣 化 ヲモ起 サ"

リキ。 拉 二於 テ、彼 等 ・・最後 二残1,シ 、Manderfilter

ヲ通 ラ ザル 物 質 ノ ミカ●粗 製 燐 脂 質/生 物 學 的活 動 性

ヲ代 表 ス ル モ ノ ト推 論 シ、 之 ヲ分 離 ス ル 能 ハ ザ レ ド

モ、之 が「ツ」反 磨 陽 性 ナ ラ シメ且 結 核 髪 化 ヲ起 ス モ ノ

ト見 倣 セ リ(窒 素 ヲ含 ム)。斯 ノ如 ク彼 等 ・・純 化 燐 脂質

(菌 罐 乃 至 崩 壊 物 ヲ含 マズ)が 全 ク結 核 様 墜化 ヲ招 來

セ ザ ル ニ鑑 ミ、Sabin-一 派 ノ用 ヒタル 燐 脂 質 ・・極 メテ

不 純 ニ シテ、 ソ ノ構 成 重 要 分 子 タルphthioicacid・ ・

從 ッ テ何 ラ特 殊 作 用 ヲ有 ス ル モ ノ ニ非 ズ、該 物 質 二依

ル 所 謂 特 殊 攣 化 タ ル モ ノノ・之 ヨ リシテ全 ク 異 物 反 慮

二過 ギ ズ}結 論 セ リ。

Sabin-一 派 ノ所 設 ノ・余 ノ實 験 二極 メ テ 緊 密 ナ ル

關 係 ア ル モ ノ ニ シ テ、 蓋 シ從 來 ノ論 断 ガ夫 々 ソ

ノ抽 出 法 テ 異 一 セ シ モ ノ 多 ク、 之 テ 以 テ彼 我 相

比 較 考 究 ス ル ノ・筍 ク モ 、 毒 素 ヲ 云 々 ス ル 以 上

稽 篭軌 テ逸 セ ル ノ感 ア ル テ以 テ ナ リ。 而 モ 既 二 、

縷 述 セ シ ガ 如 ク、 斯 ノ如 ク抽 出 法 テ 異 ニ シ、 從

ツ テ 又 得 タ ル 物 質 大 イ ニ 異 ナ ル 可 ク推 定 セ ラ ル

二不拘、所謂 毒素詮 テ持 スルモ ノ殆 ン ド凡 テガ

自己 ノ抽 出物 テ以 テ造結 核性 薫素 ノ重要 ナル軍

位 ナ リト固執 セルテ見 レバ、結核 毒素 タル可 キ

モ ノ・如 何 二多様 二亙 レルヤ テ知 ル可 ク、 而 シ

ーテ又如何 二普 偏性 テ有 スルヤ、實 二驚歎 ノ他 ナ

カル可 シ。 余 ハ斯 ノ如 キ見解 テ直 チニ肯 定 スル

能 ノ・ズ、 素 ヨリ生艦 内二於 テ結核 菌 ノ登 生 スル

毒素 ガ如何 ナル種類 二屡 ス可 キヤ之 テ識 ルニ由

ナ シ ト錐 モ、荷 クモ、眞 二結核性攣 化 ラ構 成 セ シ

ム可 キ所謂抽 出毒素 ガ然 カク多種 多様 二亙 レル

ガ如 キ性 質 ノモ ノ トノ、思 惟 シ難 キラ以 テナ リ。

Long二 依 レバ結核 菌種 、培養期 間、培 養基 ノ

種類、抽 出剤 ノ種類、 同一剤 ニ テモ ソノ抽 出 ノ

順序、或 ハ又抽出法等 テ異 ニスル ニ從 ヒテ、得

タル抽 出物 ノ量、質 二差異 テ來 ス ト云 ノ・ル。 サ

レバ余 ノ得 タル物質 ト錐 モ、從 來諸 家 ノ夫 ト異

ナルヤモ計 ラレザ レドモ、若 シ上述 セ シ如 キ造

結核 性毒素 ニ シ テ 然 カ ク普偏性 テ有 スルナラ

バ、 此 ノ間 ノ浩息 ハ蓋 シ杷 憂 二過 ギザ ルモ ノ ト

云 フ可 キ理 二至 ル。余 ハ上記從來 ノ所論 二封 シ、

検 討 テ加 フルニ當 リ、努 メテ此 ノ危惧 テ避 ケ、

敢 テ余 ノ實験,ト ノ差異 ノ ミテ以 テ比 較 セズ、寧

ロ各個 ノ實験 、所 見間 二存 スル矛盾 、疑 義 テ指
　

摘 シ、以 テ之 テ考究批刺 スル ノ具 トナセ リ。從

ツテ假 令Long其 ノ他 ノ所詮 テ認容 スル トモ、

余 ガ上來述 べ シ所論 ガ決 シテ相 背馳 或 ハ論採 テ

喪失 ス可 キモ ノ トノ・思惟 スル能 ハ ズ。

余 ノ抽 出法 ノ・Sabin一 派 ガ 贈與 テ 享 ケタル

Anderson一 派 ノ夫 二則 リタル モ ノニ シテ、菌

種 、培 養法、培養期 間等相 異 ル ト難 モ、該結核

菌 種 ノ・常 二張力 ナル毒 性 ラ有 シ、前報第三章 二

述 ベ シ如 ク必 ズ定型 的結 核 テ作 リタルモ ノナ レ

バ、此 ノ相異 ハ考慮 スル ニ足 ラザ ル可 シ。抽 出

物 自膣 ガ既 二全 ク性質 テ異 ニスルヤ否 ヤハ因 ヨ

リ之 ラ保 シ難 ケ レ ドモ、斯 ノ・更 二後章 二於 テ検

討 テ加 フ可 ク、弦 二余ノ・余 ノ得 タル所 見 トノ比

較 及 ビ彼等 自身 ノ所 見、所 論 二封 シ、上述 ノ見

解 テ以 テ考究 ス可 シ。而 シテ之 二關 シテノ・既 二

各=章考按 二於 テ個 々 ノ物質 二就 キテ詳述 セ シ塵
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ナ レバ本 章二於 テハ綜 合的 二更 二二、三 ノ瓢 二

就 キ考按 テ廻 ラサ ン ト欲 ス。

余 ガ得 タル所 見ハ既 二総括 ノ章二於 テ述 べ シガ

如 シ。今 之 ラ省 ルニ、各抽 出物 二基 ク反慮 ハ決

シテ特異 的意義 テ以 テ解 セ ラル可 キ性質 ノモ ノ

ニ非 ズ、寧 ロ斯 ハ異物 反慮 二過 ギザ ルモ ノト認

メテ初 メテ繹然 タルテ得 可 シ。

Sabin,Doana・Forkner二 依 レバ結核檬病攣

ノ強度 ノ・燐脂質最 モ強 ク、純化蝋脂質、Softwax

ノ順 二之 二次 グ ト云 ノ・ル レ ドモ、余 ノ場 合所 謂

結核檬 肉芽組織 ノ出現 ハ毎常 ニ シテ且 ソノ何 レ

テ強 シ トナスコ ト能 ハ ズ。次 デ彼等ノ・亘態 細胞

二關 シ、結核様病攣 テ作ル能 力大 ナルモ ノ程 「ラ」

氏型亘態細胞 ラ作 ル ト云 ヒ、例 之、Softwaxハ

「ラ」氏型 ト異物型 トノ比1:10ナ ル ニ反 シ純 化

蝋 脂質 ノ・10:1、 更 二燐 脂質或 ノ・phthioicacid

二於 テノ・殆 ソ ド全 部「ラ」氏型 ナル テ認 メタ リ。此

ノ際 彼等 ガ「ラ」氏型 、異物 型 ト名付 クルハ超生

禮 染 色 二基 ク所 見 ヨリ塵別 セ ラレタルモ ノニ シ

テ、前 者ハ所謂 第三期攣 性「モ ノチー テン」即上

皮様細胞 ノ核分裂 二依 リテ生 ジ、從 ツテ胞禮 内

ニノ・同一 ノ大 サ ノ室胞環 テ有 スルニ反 シ、後 者

ハ「モ ノチー テ ン」ノ融合 二依 リテ生 ジ胞禮 ノ形

状、大 サノ・一定 セズ、一般 二前 者 ヨリ遙 カニ大 ナ

リトセラル。余 ノ場 合ハ從 ツテ既 二亘態 細胞 ノ

定義 ヨ リ異 リ而 モ固定標 本 ナル以上、之 ト比較

ス可 クモ非 ズ、加 之彼等 ガ燐脂質 ノ場合超生膿

染色 一テノ・多数 ノ「ラ」氏型 ラ認 メ タル ニ不拘、固

定標本 ニテハ ソ ノ牛数 ガ異物型 トシテ現 ノ・レ、

切片 ノ切除方 向 二基 ク誤差 テ指摘 セル以上、例

令余 ガ連綾切片 ヲ以 テー部 ノモ ノニ於 テ診断 テ

正確 ニ ス可 ク企 テタ リトノ・云へ、之 ガ縮 テニ亙

ルニ非 ザル以 上、早急 二比較断 定 スル ノ危瞼 テ

慮 リ余 ハ之二關 シテハ弦 二詳 論 セズ(第 七報参

照)。 唯上皮檬 細胞 二關 シ、Sabinハ 所 謂第3期

「モ ノチー テ ン」ガ超生禮 染色 二依 リ同大 ノ小室

胞 テ多撒有 シ、 第2期 ノ夫 ハ粗 大室胞 ノ大 ナル

rosett、 第1期 ノ夫 ハ 少数大室胞 テ有 スルモ ノ

ト匠別 シ、是等 ガ個 定標 本 二於 テモ亦夫 々胞艦

等染、泡沫状、大室胞状 ノ目標 ヲ以 テ鑑別 セラ

ル ト唱 ヘ タル ニ則 リ、余 ハ総 テノ揚合 二之 二注

目 シタ レ ドモ、此 ノ際 氏 ノ云 フ如 キ、所 見二接

セズ。又氏等 ガ以 テ上皮様細胞結節 トナ スハ、

此 ノ第3期 「モ ノチー テ ン」ノ集籏竈 テ指 スモ ノ

ニ シテ
、例 ヘバ人型菌燐脂菌 ノ場合 二於 テノ・2

週 ニ シテ之二至 ル ト云 ノ・ル レ ドモ、余 ノ観察 セ

シ塵 二於 テハ上記 各種 ノ細胞 ノ・常 二相 混在 シ、

縦 令、結締織化進 メル後期 二於 テモ之 ガ配列組

合 二攣化 テ認 ムル能 ハザ リキ。又彼等 二依 レバ

燐脂質 ソノ他有数成分 タル各 「リボ イド」内飽和

脂肪酸 ハ大網乳斑 中 ノ「モ ノチー テ ン」二直接振

ラル ・モノー シテ、 「クラスマ トチーテ ン」ハ之

ラ貧喰 セズ、後者 ハ圭 トシテ崩壌 白血球 ノ貧喰、

掃 落 二當 ル ト云 ハル。余 ノ場合、各 「リボ イド」

ハ常 二白血球、 上皮細胞、組織球性細胞(「 クラ

スマ トチー テ ン」)二囁取 セラル テ見 タ リ。余 ノ

本 「リボ イ ド」二依 ル實験 テ生菌 ノ場合 ノ夫 ト比

スル ニ ソ ノ間 二存 スル相異 ノ・加熱死菌、脱脂菌

ノ時 ノ夫 ト本質 的 二異 ラズ。殊 二著 明 ナルハ乾

酪 化 ノ存在 ナキコ トナ リ。Sabin,Doana,For-

kner,Smithburna.Sabinノ ・人、牛、鳥型結

核菌 ノ ミナ ラズ「チモ テー」、「レプラ」菌 ノ各燐

脂質 二依 リテ毎常 乾酪化 ヲ認 メタ リ ト構 ス。此

ノ際注 目ス可 キノ・「チモ テー」菌 ノ夫 レガ結核菌

ノ夫 二比較 シ決 シテ劣 ラズ、或 ハ寧 ロ之以上 二

張度 ナ リシコ トー シテ、果 シテ之 ガ眞 二乾酪 化

ナ リシヤ否 ヤ、彼等 ノ・唯 上皮様 細胞 ガ壌死竈 ノ

中或 ハ縁 邊 二存 スル場合、総 テ之 ラ乾酪化 トナ

セ リ。 ソノ定義 ガ眞 ナ リトセバ、 既二前章 二於

テモ述 べシ如 ク、余 ノ以 テ膿瘍 トナ セルモ ノハ

絡 テ之 テ乾酪竈 ト見倣 シ得可 シ。斯 ノ・甚 グ重要

ナル問題 ニ シテ更 二後 章二論述 セン(第 七報)。

SabinDoana.Forkner二 依 レバ上皮檬 細胞

テ最 モ多 ク作 ル「リボ イ ド」即燐脂質及Softwax

バ ー 般結 締織化 ノ傾 向最 モ紗 ク、然 ラザルモ ノ

ハ之 二相反 ス ト云 ハル レ ドモ、余 ハ之 ガ唯時期

ノ問題 ニ シ、決 シテ甲、乙 アルモ ノニ非 ズ ト思

惟 ス。
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Longa.Vorwald(1930)ノ ・Anderson純 化燐

脂質(結 核菌)ノ0.02--O.05雇 テ睾丸 二接種 シ

テ上皮様 細胞 ノ登現 ナ ク、極 ノテ輕微 ノ間質遊

走細胞 浸潤 テ認 メ、壌 死 二陥 ル コ トナ キニ反 シ、

同量 ノ「ツベ ル クリ ン」蛋 白一テハ高度 ノ間質反

慮及壌死テ認メタリ。該燐脂質 ノ量ハ結核菌1

彪 二該當 ス可 ク、果 シテ之 ガ毒素ニシテ然 カ ク

上皮様細胞形成能 アリトセバ斯 ノ如キハ甚ダ奇

ナ リト云 ハザルテ得ズ。

第九章 結 論

人型、鳥型結核 菌、 「チモ テー」菌 テAnderson

氏 法 二順稼 シテ抽 出 シ、燐脂質 、蝋 脂質、・「アセ

トン」可溶脂肪 テ得、之 ラ家 兎、 海狸 、「マ ウス」

皮下 二接種 ス。 ソノ所 見次 ノ如 シ。

(1)健 常 湖 冥二封 シテ鳥型菌蝋脂質 ハ反癒 ノ終

焔最 モ遅 ク、 「チモ テー」菌、人型菌 ノ夫 ノ・順次

之 二次 グ。 「ア」脂 肪 ノ・鳥型 ノ方人型 ノ夫 ヨ リ

梢 ≧反磨 遅延 シ燐脂質 ノ・人 型、 「チモテー」菌

略 く同時 二反磨終 ル。亘態細胞 ノ・概 シテ反慮 遅

延 大ナルモ ノニ形 成強 キ傾向 ア リ。

(2)健 常家 兎 一「ア」脂肪、燐脂質(人 型菌)ラ 量

テ異 ニ シテ注 入セバ、反磨遅延度 ト接種 量 ト互

態細胞形成 度 トハ相卒行 ス。

(3)動 物 種屡相違 ト人型菌艦成分反慮 ノ逞速 ニ

ハー定 ノ關係 ナ ク即生菌 ノ場合 ノ如 キ先 天免疫

度 トノ關聯性 ラ認 メズ。

(4)結 核 海狸 二於 テハ人型菌蝋 脂質、 「ア」脂 肪

ハ健獣 二比 シ稽 ㌃早期 二反慮 テ終焔 セ シム レド

モ燐脂質 ハ之 二反 ス。但 シ何 レノ差 モ決 シテ顯

著 ノモ ノニ非ズ。

(5)亘 態細胞ノ・「ラ」氏型、異物型共二認 メラレ、

結核菌「リボ イド」二特二「ラ」氏型多キガ如キ事

實 テ認 ノズ。

(6)人 型菌燐脂質頻同前塵置獣(静 脈内)二同菌
「ア」脂肪 テ皮下接種 セシ局所反慮 ハ正常獣 ノ夫

ト異 ラズ。同菌燐脂質皮下接種 ノ場合ニハ量テ

異ニスル時相反 スル成績テ得 タリ。木前塵置獣

ハ「ツ」反磨陰性二終始 ス.

(7)各 菌罷成分 ノ反慮(組織攣化)ハ 前報睨脂菌

ノ夫 ト本質的二軌テー』ニス。

(8)流 動 「パラフィン」二封 シ組織球性細胞、類

上皮細胞 ノ遊出顯著ナ リ。

(9)各 結核菌抽出「リボ イド」ノミニ依ル反慮ガ

特 二結核 ト特殊關聯性 テ有 スル如ク思惟 シ難

シo

附記 欄筆二臨 ミ非常時局下盆々御多忙ナルニ

不拘、終始御懇篤ナル御指導、御高配ラ賜 リ

タル恩師戸田、赤岩雨教授 二封 シ深謝 ス。

附圖説明

(1)人 型 菌 燐脂 質 局 所(健 常 海 瞑15日 目)H.E.120×

(2)同 健 常 「マ ウス 」肉芽 竈 所 見(15日 目)H.E.240×

(3)同 健 常 家 兎所 見(10晒 、40日 目)H.E・280×

(4)人 型 菌 蝋 脂 質(健 常 海6冥)局 所 所 見(15日 目 肉芽

層・)H.E.1CO×

(5)同 「ア セ トソ」可溶 脂 肪(結 核 海狸)局 所 所 見(15日

目 肉芽 層)VanGieson氏 法100×

(6)「 チ モ テ ー」菌 燐脂 質 局 所(白 血 球 竈 及 ビ 肉芽 暦)

(25日)H.E.80×

(7)鳥 型 菌蝋 脂 質 局 所 所 見(20日 目肉 芽 竈)VanGie

sonH.E.106x

(8)人 型 菌 「ア セ トソJ可 溶 脂 肪(健 常 家 兎)局 所 所 見

(20日 肉 芽 竈)H.E.210×

(9)同 燐 脂 質(同 物 質 前 虎 置家 兎)局 所 所 見(2彪20

日肉 芽 竈)H.E.220×

(10)流 動 「パ ラ フィソ」局 所 所 見(25日)H.E.250×

(11)「vチ チ ソ」10種(健 常 家 兎)尿 所 所 見VanGieson

240×
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